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女勝浦町学校給食センター
建 物構造 鉄骨造り一部� 2階建て

調理能力�  930食� 

床面積�  425ぱ� 

( 1階� 375m'• 2階� 50ぱ)

事業費総額� 170，603，000円

*勝浦中学校ブール
建物構造 鉄筋コンクリー卜平屋建て 《
建設規模�  25m X13m 

6 コース・水深1.1 ~1 . 3m

事業費総額� 110，398，800円

勝浦町学校給食切ー 勝浦中学校ブール

教育施設の整備計画は，従来から町の振興計画等にも盛り込まれ，教育振興の重要な施策

として位置づけられていました。

その中で，だれもが待ち望んでいた勝浦中学校ブールが� 2月に，勝浦町学校給食センター

が� 3月に電源立地促進対策交付金を受けて完成し この度 その落成式が多くの関係者のご

臨席のもと，盛大に挙行されました。

今後，勝浦町で育つ子供たちの健やかな成長を支えてくれることを期待します。

，051戸 (人口)男 3，501人 女 3，789人計 7，290人(平成9年 3月31日現在)

(出生)男 3 女 1 計4 死亡)男 6 女 1 計 7 (転入)男 9 女9 計18 (転出) 男27 女26 計53

⑨⑧ 広報かつうら 5月号第323号平成 9年 5月 1日発行編集・発行勝浦町総務課� TEL(08854)2-2511(ft) FAX2-3028 
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平成  
9年度 一般会計当初予算


分担金及び負担金 
103，370千円 2.2%

使用料及び手数料 
68，527千円1.5%

財産収入 9，485千円 0.2%

寄附金  1千円

繰入金  15，754千円 0.3%

繰越金  22，000千円 0.5%

交通安全対策特別交付金 
1，112千円

地方交付税  
1，945，287千円 

41.9% 

源財存

自動車取得税交付金 
35，878千円 0.8%

消費税交付金 20，273千円 0.4%
利子割交付金 6，488千円 0.1 %

地方譲与税  63，673千円 1.4%

307千円 8.0%

諸収入  77，821千円1.7%

¥ー

¥ーノ

，
% 

国庫支出金
 
370，
 

議会費 70，457千円1.5% (使うお金(歳出))

予備費 25，000千円 0.5%

総務費 
災害復旧費 842，912千円 

20，048千円 0.4% 18.2% 

消防費 
27，112千円 0.6%

農 林
水産業費  
711883千円 

15.3

商工費 81，343千円 1.8%

衛生費 224，923千円 4.8%

予
算
の
概
要


ま
ち
の
予
算
は
、

一
般
会
計
と
特

別
会
計
に
分
れ
て
い
ま
す
。

大
部
分
の
事
業
や
事
務
は
一
般
会

計
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
簡
易
水
道
事

業
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、
老
人
保

健
事
業
な
ど
、
特
別
な
目
的
の
た
め

に
区
分
け
し
て
扱
う
会
計
は
特
別
会

計
と
し
て
予
算
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
度
の

一
般
会
計
予
算
は

四
十
六
億
四
千
二
百
万
円
で
、
前
年

度
と
比
較
す
る
と
、
約

一
パ

ー
セ
ン

ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

-

歳

入 

(入
っ
て
く
る
お
金 
)

歳
入
(
入
っ
て
く
る
お
金
)
で

一

番
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
が
地
方

交
付
税
で

一
九
億
四
、
五
二
八
万
七

千
円
。
歳
入
全
体
の
四

一
・
九
パ

ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
地
方
交

付
税
は
、
町
村
聞
の
行
政
水
準
の
格

差
を
な
く
す
た
め
、
町
税
で
賄
い
き

れ
な
い
財
源
の
不
足
額
と
し
て
固
か

ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
補
助
金
と

違
い
そ
の
使
い
途
が
特
定
さ
れ
ま
せ

ん
。自

主
財
源
の
乏
し
い
わ
が
町
で
は

地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら
の
補
助

金
を
有
効
か
つ
能
率
的
に
活
用
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

総
額
四
十
六
億
四
千
二
百
万
円
三
月
定
例
会
で
議
決
刀


今
年
度
の
勝
浦
町
の
台
所


回
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平成�  9年度

主な普通建設事業の状況� 一般会計当初予算規模の推移

生比奈保育所建設事業 204，805千円� n
H
U
 

~\ 

..--旬、 

20 30 40 50。� 

貸付金� 16，451千円� 0.4% 
(性質別歳出〉

投資及び出資金 287千円

積立金� 1，500千円 予備費� 25，000千円� 0.5%

災害復旧事業費� 
20，048千円� 0.4% 物件費� 483，794千円 10.4% 

維持補修費� 
16，842千円� 0.4%

扶助費� 278，264千円� 6.0%

平成9年度 会計別予算の概要 補助費等� 182，788千円� 3.9%

区 分 予 算 額

普通建設事業費� 
1，710，131千円� 

36.8% 

宅
建
設
事
業
、
町
道
及
び
農
林
道
建

設
等
が
そ
の
主
な
も
の
で
す
。

億
�
 、
四
八
�
 
万
五
千
円
、
公
営
住

O

O

す
。
平
成
九
年
度
の
主
な
事
業
と
し

大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
が
道
路
を

改
修
し
た
り
、
建
物
を
建
て
た
り
す

一般会計�  4，642，000千円

特別会計

て
、
生
比
奈
保
育
所
建
設
事
業
に
二

六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
チ
�
 白
め
て
い
ま

L

O
二
二
万

一
千
円
、
歳
出
全
体
の
三

る
普
通
建
設
事
業
費
で
、

一
七
億

一
、
�
 

-

歳

出

 

(使
う
お
金
)

本
年
度
中
に
使
う
お
金
で
、

一
番

県単地域農業振興事業 31，695千円� 

県単土地改良事業 25，235千円� 5年度� 

広域農道整備事業 32，176千円-

農免農道整備事業 20，694千円� 

土地改良事業推進費 42，950千円� 
6年度

集落環境基盤整備事業 146，519千円� 

ふるさと農道緊急整備事業 30，618千円� ワ年度� 

農業構造改善事業 185，817千円� 

県単林道 事業 26，055千円� 
8年度� 

ふるさと林道整備事業 53，030千円� 

観光開発事業 68，974千円� 

町単道路改良事業 203，080千円� 9年度

道路改良 事業 210，360千円� 

辺地対策 事業 50，087千円� 

県単急傾斜崩壊対策事業 25，289千円� 

公営住宅建設事業 192，510千円

39億� 9，001万7千円� 

40億� 4，129万4千円� 

1
 

45億� 0，581万 5千円� 

45億� 9，700万円� 

46億� 4，200万円� 

国民健康保険事業� 673，202千円

簡易水道事業� 112，327千円

住宅新築資金等貨付事業� 19，832千円

老人保健事業�  929，047千円

農業集落排水事業�  40，373千円

回
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「
川
の
駅
か
つ
う
ら
」
  

開
設
記
念
行
事
開
催
 

固藤知事をはじめ来賓の方々も川魚を放流さ

れました。

4
月
日
日
叩
星
ぷ
〈
口
運
動
公
園

主
催
川
の
駅
か
つ
う
ら
開
設
記
念
事
業
実
行
委
員
会

陽
春
の
四
月
士
二
日間問、 

フ
ォ
ー

K
K

ラ
ム
か
ら
生
ま
れ
た
「
川
の
駅
か
つ

う
ら
」
の
開
設
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
、

町
内
外
の
多
く
の
来
賓
や
参
加
者
が

集
い
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
記
念
式
典
の
後
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
、
子
供
恐
竜
教
室
や

川
魚
の
稚
魚
放
流
等
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
に
老
若
男
女
千
二
百
人
が
参
加

し
、

一
日
中
賑
や
か
な
歓
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。

今
後
、
勝
浦
川
の
交
流
拠
点
と
し

て
、
看
板
に
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り

の「川
の
駅
は
心
の
駅
勝
浦
川
の
自

然
に
親
し
み
人
と
自
分
を
愛
す
る

明
日
へ
の
出
発
の
駅
」

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

運
営
に
携
わ
ら
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
「
川
の
駅
か
?
っ
ら
開
設
記
念

事
業
実
行
委
員
会
」
の
皆
様
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。

女
体
験
コ
ー
ナ
ー

。
恐
竜
も
ち
つ
き 

o

恐
竜
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
こ
う

。
恐
竜
博
士
ク
イ
ス

。
化
石
レ
プ
リ
カ
づ
く
り 

(参
加
費
二
百
円
、
先
着
五
十
名
)

。
恐
竜
ぺ
ン
タ
ン
卜
。
つ
く
り 

(参
加
費
二
百
円
、
先
着
五
十
名 
)

平
成
九
年
五
月
五
日
何

j

(子
ど
も
の
日 
)

午
前
九
時 

午
後
四
時

会

場
女
展
示
コ
ー
ナ
ー

勝
浦
町
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

巨
大
ユ
ン
ボ
恐
竜

・
モ
二
ユ
メ
ン
ト

群
出
現

。
実
物
「
恐
竜
の
卵
の
化
石
」
特
別
公

開
。
恐
竜
ロ
ボ
ッ
ト
特
別
出
展

ニ
斗
川
層
化
石
展

。
恐
竜
ビ
デ
オ
放
映

きみも恐竜博士になろう� " 

Z阻害吾� fJ~D、I=ef

日o

¥J 

/ 

時

回� 

¥J 
条件

学校法人勝浦学園

徳島医療福祉専門学校

職員募集(パートタイマー)� 

近畿かつうらふるさと会だより

若葉の色が美しい季節となり，勝浦の山々も緑で

一杯です。会員の皆様にはお元気でますますご活躍

のことと存じます。

さて，� 5月18日(日)の総会が近づいてまいりました

が，まだ出欠の返事をいただいていない方がおいで

るので，早急に返信くださいますようお願いします。

また，住所等の変更がありましたら事務局までご

一報ください。� 

*会員募集のお知らせ*

平成9年4月31日現在の会員数は225名です。

ふるさと会ではまだまだ会員を募集しています。

あなたの身近で本会の結成をご存じない方や.入会し

ていない方がおいでれば.ぜひご紹介ください。

事務局・勝浦町企画開発課� fi(08854)2--2511

4月中に会員の方などから多くの新規会員の紹介

をいただきました。ご協力ありがとうございました。

1名

高等学校卒業以上

健康で、町内に住所を有する者

図書管理事務(ワープロに興

味のある者)のできる者

本学園規則による

面接

正午から午後� 5時まで

募集人員

給与・処遇

選考

勤務時間� 

応募・選考について

提出書類 履歴書，健康診断書

(様式は任意)

提 出先 徳島医療福祉専門学校

締切日 平成� 9年� 5月15日(水)必着
面接日時 平成� 9年� 5月19日(月)午前 10時
場所 徳島医療専門学校

採用通知 平成� 9年� 5月22日(木)

問い合わせ

徳島医療福祉専門学校 包� 2-4810ノ
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勝浦町化石研究会現地研修
 
• 5月11日(日)午前� 9時~

・町役場前集合・出発� 

P
T
A

の
と
お
り
で
す
。

一
、
家
庭
教
育
学
級
�
 (

学
級
)

二
、
青
年
教
室

三
、
女
性
学
級

四
、
高
齢
者
教
室

五
、
成
人
学
級

る
方
を
対
象
に
、
生
涯
学
習
の
ひ
と

つ
と
し
て
「
社
会
総
合
大
学
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
五
講
座
か
ら
な
っ

て
お
り
、
毎
年

一
年
間
ご
と
の
受
講

と
な
っ
て
お
り
、
講
座
の
種
類
は
次

hv
昨
年
の
現
地
研
修
風
景

今
年
度
は
開
講
式
に
続
い
て
文
化

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
講
演
い

た
だ
く
内
田
玲
子
さ
ん
は
、
神
奈
川

県
小
田
原
市
に
お
住
ま
い
で
、
家
庭
、

子
ど
も
と
親
、
自
分
(
聞
く
方
)
の

事
を
心
の
奥
の
面

か
ら
と
ら
え
、
ご

講
演
い
た
だ
き
ま

す
。多

数
の
方
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

立
川
で
恐
竜
の
歯
の
化
石
が
発
見
さ
れ
た
の

を
機
会
に
、
平
成
七
年
二
月
に
勝
浦
町
化
石
研

究
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
会
員
数
は
二
十

三
人
。
毎
年
春
と
秋
の
二
回
、
現
地
研
修
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
敏
鎌
謙
次
さ
ん
を
講
師
に
棚
野
立
川

方
面
で
、
現
地
研
修
を
行
い
ま
す
の
で
、
参
加

希
望
者
は
化
石
研
究
会
に
ご
入
会
い
た
だ
き
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
入
会
金
(
年
会
費
)
は
千

円
で
す
の
で
、

当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
�
 

(持
参
物
)
リ
ュ

ッ
ク
、
軍
手
、
古
新
聞
、
マ

ジ
ッ
ク
、
雨
具
、
昼
弁
当
、
水
筒
等

※
岩
石
ハ
ン
マ
ー
は
事
務
局
で
準
備
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
山
歩
き
の
で
き
る
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

t 

講師

主な著書

「幸せの直線コース� J Iいじ

めの根っこJ I二十一世紀へ

家庭教育カウンセラー

内田玲子 さん

第4回	 の旅立ち」等

徳島県スポーツレクリェーション祭
町予選出場チーム募集 育日会

館まが地
にで 、区

地
区
対
抗

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

生

名

�

 (男
子
�
 )
チ
ー
ム
一

優

勝

/

山
西
掛
�
 (女
子
�
 )
チ
ー
と

第� 4回徳島県スポーツレクリェーション祭l町
おの 三 対

予選出場希望チームを募集します。 い 五 月 抗
ソフトボール及び軟式野球は登録チームによっ て 日 二 バ

て予選が行われますので，登録を希望されるチー 男 間 十 ス
子 、五ケ

ムは.� 5月12日(月)までに町教育委員会で手続き
六勝目ツ

を行ってください。 チ浦かト
なお. I町予選は 5月下旬から実施する予定で 名男の好 たわにム子�  l中らボ

すので，よろしくお願いします。 が子連ゲ毎。れよの六ム学 二� l
、は続�  |試 まり参チ、校十ル

-部門 (ソフトボール)青年男子の部(l 8 ~ 39歳) 女生でム合 し行加�  l女体九大

壮年男子の部� (40歳以上)

実年の部� (50歳以上) (男子) (女子)

家庭婦人の部 生名 山 西 掛 �  

(軟式野球)青年の部(社会人で年齢制限なし)

壮年の部� (40歳以上男子)

-参加資格 

① 	 町内に� 6ヶ月以上(大会開催前)引き続 


いて居住していること


勝
浦
町
社
会
総
合
大
学
開
講
式
&

文

化

講

演

会

勝
浦
町
で
は
、
町
内
に
住
ん
で
い

-

日

時

平
成
九
年
五
月
二
十
五
日
日

午
前
十
時
か
ら

・

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

・
記
念
講
演
午
前
十
時
三
十
分
か
ら

演

題
「
物
事
プ
ラ
ス
に
受
け
止
め
て

わ
が
家
パ
ン
ザ
イ
」
�
 

子
は
山
西
掛
が

そ
れ
ぞ
れ
優
勝

し
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で

す
。
�
 

②

③

④

参加種目は原則として� 1人� l種目

年齢基準は開催年度の� 4月 2日現在

スポーツ安全保険等に加入していること

生

名
沼

・

石

山

西

掛

棚

野

中

角

横

瀬
専

門
生

名

山

西

掛

星

火

口

棚

野

坂

本

�

 

回
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同

経

営

企
業
的
に
は
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
一
般
栽
培
家
の

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
次
が
三

十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

一
戸
総
平
均
七
四
ア
ー

ル
の
経
営
面
積
と
な
っ
て
い
る
。
品
種
は
、
当

初
は
早
生
三
十
%
・
普
通
七
十
%
の
構
成
比
率

で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
早
生
(
宮
川
)
百
%
で
、

収
穫
は
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
長
期
間

収
穫
し
て
い
る
。
貯
蔵
し
た
後
出
荷
は
翌
年
の

一一
月
か
ら
三
月
に
行
な
う
。
平
成
七
年
産
の
露


地
早
生
温
州
の
単
価
は
、
五
百
ウ
ォ
ン
(
六
十


五
円
/
見
)
で
収
量
三

・
五
ト
ン
程
度
で
す
。


し
か
し
、
需
要
に
見
合

っ
た
生
産
量
を
調
整
し


た
年
は
、

二
十
ウ
ォ
ン

(
百
三
十
円
/
同
)
と


二
倍
の
価
格
で
推
移
し
て
い
る
。
加
工
用
の
取


引
に
つ
い
て
は
、
加
工
業
者
と
の
協
定
で
価
格


と
数
量
を
決
め
て
い
る
こ
と
か
ら
二
百
二
十
か


ら
二
百
七
十
ウ
ォ
ン
(
約
三
十
円
/
ほ
)
と
豊


凶
に
よ
る
価
格
差
は
少
な
い
。


側

ハ
ウ
ス
み
か
ん
生
産
状
況


済
州
島
に
お
け
る
ハ
ウ
ス
み
か
ん
の
導
入
は

¥)  

O
m

m

ムL

石

一
九
八 
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
、
一
九
八
一 

農
業
者
年
金
シ
リ
ー
ズ

②

女
性
の
年
金
受
給
の
途
の
拡
大

、
直

今
回
の
改
正
で
農
地
の
権
利
名
義
を
持
た 

'
t
な
い
配
偶
者
も
農
業
者
年
金
に
加
入
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
私
自
身
三
十
ア
ー

ル
以
上
の
農
地
の
権
利
名
義
を
保
有
し
て
い
ま
す

が
、
私
の
場
合
も
夫
と
家
族
経
営
協
定
を
締
結
す

れ
ば
夫
婦
一
緒
に
加
入
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

伺
『 

ω
農
業
者
年
金
の
対
象
と
な
る
の
は
耕
作

4

又
は
養
蓄
の
事
業
を
行
う
者
、
す
な
わ
ち

農
業
経
営
者
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
経
営
者
と
し
て
明
ら
か
な
者
は

一
世
帯

一
名
と
い
う
考
え
方
が
と
ら
れ
て
お
り
、

夫
婦
と
も
農
地
の
権
利
名
義
を
有
し
て
も
、

一

般
に
は
夫
名
義
で
出
荷

・
納
税
等
が
行
わ
れ
る

の
が
普
通
で
す
か
ら
、
夫
が
加
入
資
格
者
と
な

り
、
妻
の
加
入
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
夫
婦
と
も
に
加
入
が
認
め
ら
れ
る
の
は
妻

も
経
営
者
と
し
て
明
ら
か
な
場
合
(
す
な
わ
ち
、

経
営
と
し
て
別
個
の
独
立
し
た
事
業
を
行
う
者 
)

の
み
で
し
た
。 

ω
今
回
の
改
正
で
は
、
農
業
者
年
金
加
入
者
で

あ
る
夫
と
と
も
に
農
業
経
営
を
担
っ
て
い
る
配

偶
者
に
つ
い
て
は
、
農
地
の
権
利
名
義
を
持
た

な
く
て
も
、
夫
婦
問
で
、
収
益
の
帰
属
、
経
営

へ
の
参
画
等
の
取
り
決
め
(
家
族
経
営
協
定 
)

が
締
結
さ
れ
る
な
ど
、
実
質
的
に
耕
作
又
は
養

蓄
の
事
業
を
行
う
者
と
確
認
さ
れ
る
者
に
は
加

入
資
格
を
認
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
従
来
か
ら
の

一
農
家

一
経

営
主
と
い
う
考
え
方
を
改
め
、
農
地
の
権
利
名

義
を
有
す
る
配
偶
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
実

質
的
に
事
業
を
行
う
も
の
と
確
認
さ
れ
れ
ば
、

加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
も
夫
と
の
問
で
所
要

の
事
項
を
盛
り
込
ん
だ
家
族
経
営
協
定
を
締
結

す
る
な
ど
し
て
、
耕
作
又
は
養
蓄
の
事
業
を
行

う
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
れ
ば
加
入
は
認

め
ら
れ
ま
す
。

聞
な
お
、

三
十 

五
十
ア
ー
ル
の
農
地
を
保
有

し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
作
物
ご
と
に
単
位

l

面
積
当
た
り
の
労
働
時
聞
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
合
計
が
年
間
七
百
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
労
働
時
間
要

韓
国
済
州
島
の
ハ
ウ
ス
み
か
ん
生
産
・
流
通
事
情

視

察

研

修

報

告

竹

夫
ハ
ウ
ス
み
か
ん
部
会
会
長

一
、
済
州
島
の
果
樹
産
業

川

立
地
条
件

済
州
島
は
韓
国
南
東
部
に
あ
り
、
面
積
は
一
、

八
二
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
韓
国
で
最
も
大

き
な
島
(
大
阪
府
・
香
川
県
並
み
)
で
あ
る
。O

島
の
中
央
部
に
韓
国
で
最
も
高
い
標
高
一
、
九

五 

の
ハ
ン
ラ
山
が
あ
り
、
四
方
に
緩
慢
な

傾
斜
地
を
形
成
し
て
お
り
、
暖
帯
性
海
洋
気
候
、

平
均
気
温
一
五

・
一
か
ら
一
五
・
八
℃
(
日
本

摘
果
又
高
山
地
帯
(
標
高
二
百
m
以
上
)

の
北
九
州
ぐ
ら
い
)
年
間
降
水
量
一
五
二 

剛

の
影
響
を
受
け
、
標
高
二
百 

ま
で
み
か
ん
を

中
心
と
し
た
農
耕
地
と
な
っ
て
い
る
。
土
壌
は

火
山
灰
が
主
で
あ
る
。 

ω
農
業
の
動
向
と
特
徴

低
標
高
地
域
の
畑
作
が
中
心
で
、
農
耕
地
の

九
十
九
%
を
占
め
他
は
中
山
間
地
帯
の
牧
畜
業

と
な
っ
て
い
る
。
畑
作
で
は
み
か
ん
と
野
菜
が

主
で
み
か
ん
は
畑
作
の
四
十
%
を
占
め
て
い
る
。

近
年
で
は
、
花
井
も
高
所
得
作
目
と
し
て
振
興

が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

主
な
作
物
の
粗
生
産
額
は
柑
橘
が
第
一
位
で


最
も
多
く
、
三
、
九
四
八
億
ウ
ォ
ン
で
六
十
三

伐

・


ば
れ
い
し
ょ

%
を
占
め
て
い
る
。
第
二
位
は
馬
鈴
薯
で
七
六

の
不
適
地
に
植
え
ら
れ
た
千
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル


六
億
ウ
ォ
ン
、
花
井
類
は
二
五
八
億
ウ
ォ
ン
で


四
%
を
占
め
て
い
る
。
(
百
円
日
七
九 
0
ウ
ォ
ン
)
  

ω
温
州
み
か
ん
の
推
移


本
格
的
に
栽
培
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七

0
年

代
に
な
っ
て
か
ら
で
、
一
九
九
六
年
で
は
二
万

五
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
生
産
量
八
十
万
ト
ン
で
済

州
島
全
体
農
家
の
六
十
六
%
に
当
た
る
二
万
七

千
戸
が
柑
橘
栽
培
に
従
事
し
、
農
業
粗
収
入
に

占
め
る
割
合
は
六
十
%
以
上
に
な
り
基
幹
産
業

と
し
て
発
展
し
て
い
る
。

発
展
し
て
き
た
主
な
要
因

①	

韓
国
の
み
か
ん
が
栽
培
で
き
る
と
こ
ろ
は
、

済
州
島
の
み
で
競
争
が
な
く
独
占
で
き
た
。

⑦	

国
民
所
得
向
上
に
よ
り
需
要
が
拡
大
し
、

高
収
益
性
が
維
持
さ
れ
た
。

①	

政
府
が
み
か
ん
産
業
の
育
成
を
支
援
し
、

保
護
政
策
を
採
っ
た
。

④	

密
植
栽
培
法
が
導
入
さ
れ
育
成
期
闘
が
短

縮
さ
れ
た
。

⑤
全
域
で
防
風
林
が
造
成
さ
れ
た
。

同

自
由
化
の
対
策

済
州
島
に
お
い
て
一
番
大
き
な
課
題
は
、
生

産
調
整
と
出
荷
調
整
で
あ
り
、
現
在
露
地
み
か

ん
の
適
正
生
産
量
を
六
十
万
ト
ン
-で
水
準
を
維

持
す
る
対
策
と
し
て
、
不
適
地
園
の
整
備
・
間

や

0
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
零
細
農
家
に
他

作
物
へ
の
転
換
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
特
に、

一
九
九
七
年
か
ら
加
工
品
の
輸
入
が
自
由
化
さ

れ
る
た
め
、
み
か
ん
産
業
は
転
換
期
を
迎
え
て

い
る
。

済州島西鶴浦市大祭農場のハウスみかん

国
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キ 

・
釣
り
等
) 

ω
学
歴
の
高
い
島
の
住
民
四
か
ら
五
人
に
一

(9) (8) (7) 
なにが円二

ハつよホよ深/百
ウたりルくく�  t万
手。十モ反黒)円z 月ン収色�  
J 加剤が火 燃 (¥ 
京温を上山科
逗のうが灰 は
始 早まる土軽
別期く。壌油
出出ロの を
荷荷�  l た使
比 ー型テ め用
率が イ �  
i三 可 シ 根三�  
1iII1 古包ヨ 張 十

月別
出荷率

(%) 
価格
( 1 kg) 

出荷先�  

5月� 2.6% 740円 ソウル� 57.5% 

釜山�  18.3% 

大印�  3.5% 

光州�  4.8% 

仁川�  0.3% 

太田�  0.1% 

その他� 15.3% 

6月� 10.3% 550円

7月� 12.8% 470円

8月� 18.3% 460円

9月� 39.6% 460円

10月� 16.4% 460円

み
か
ん
の
輸
出
も
主
に
カ
ナ
ダ
に
向
け
て
行
っ

て
い
る
が
、
価
格
差
が
あ
る
の
で
そ
の
損
失
額

は
補
助
金
で
充
当
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ぷ
う
に
、

農
産
物
の
自
由
化
に
入
っ
て
果
実
類
が
急
増
し

て
い
る
今
日
、
日
本
と
同
様
韓
国
済
州
島
の
柑

橘
産
業
も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
今

後
農
業
を
続
け
て
い
く
以
上
、
新
し
い
技
術
や

工
夫
、
需
要
の
的
確
な
分
析
、
判
断
、
先
取
り

で
、
す
で
に
、
輸
入
も
の
な
ど
な
に
す
る
も
の

ぞ
、
と
ば
か
り
力
強
く
生
産
、
販
売
し
、
市
場

適
応
し
た
販
売
、
生
き
抜
く
た
め
、
高
品
質
生

産
作
り
は
も
ち
ろ
ん
安
全
で
健
康
食
品
と
し
て

の
商
品
作
り
が
間
れ
て
い
ま
す
。
又
生
産
者
の

高
齢
化
や
、
後
継
者
不
足
等
い
わ
れ
て
い
る
が
、

韓
国
の
よ
う
に
、
多
く
後
継
者
と
し
て
残
れ
る

た
め
に
は
、
生
産
基
盤
の
整
備
に
よ
る
コ
ス
ト

低
減
を
早
期
に
図
る
必
要
が
あ
る
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
視
察
に
際
し
て
は
各
関
係
機
関

の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

• か書F玉Z乙L借
変更 変受 ら権農 締農

更付 次付の業 切地

後前務 締設委 り転
と切定員

毎 毎日 お日 、会 変用

りは農で 更等
月月 変 、地は 「の

平転 、 」
十五+ 主成用売 っ申
日日 い年九等の買、 『、、-号a車同� 

i
四申賃 て書
。月請貸

件
を
満
た
さ
な
い
配
偶
者
に
つ
い
て
は
、
農
地

の
権
利
名
義
を
有
し
な
い
配
偶
者
と
お
な
じ
加

入
要
件
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

台、ぃ
。

要る LI
件よ 、� z
はうた
どにな今
うない固
なつ配の
った偶改
てそ者正
いうもで
るで農
のす業農
でが者地
す、年の

伺
『 

ω
今
回
加
入
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

4
た
女
性
(
配
偶
者
)
は
、
経
営
者
で
あ
る

夫
と
同
等
の
立
場
で
農
業
経
営
に
参
画
し
、
家

族
農
業
経
営
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ

て
い
る
者
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

山
し
た
が
っ
て
、
農
業
に
専
従
し
、
作
物
の
選

定
、
生
産
物
の
販
売
等
経
営
の
各
場
面
に
参
画

し
、
経
営
か
ら
生
じ
た
収
益
の
分
配
を
受
け
る

な
ど
実
質
的
に
経
営
者
と
同
視
し
得
る
だ
け
の

要
素
を
具
備
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

具
体
的
に
は

①
農
業
者
年
金
加
入
者
等
(
専
業
的
農
業
者
)
の

配
偶
者
で
あ
っ
て
、

②
当
該
農
業
経
営
に
常
時
従
事
し
、

①
耕
作
又
は
養
蓄
の
事
業
を
行
う
経
営
者
で
あ
り
、

④
そ
の
事
業
に
供
す
る
農
地
の
面
積
が
夫
婦
合
わ

せ
て

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
あ
る
こ
と

が
加
入
の
要
件
に
な
り
ま
す
。

ω
こ
の
う
ち
、
経
営
者
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
家
族
経
営
協
定
」
に
お

い
て
、
そ
の
配
偶
者
と
農
業
者
年
金
加
入
者
で

あ
る
夫
と
の
聞
で
次
の
事
項
を
定
め
て
い
る
こ

と
を
加
入
の
資
格
審
査
の
際
に
確
認
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

①
そ
の
耕
作
又
は
養
蓄
の
事
業
か
ら
生
ず
る
収
益

が
当
該
被
保
険
者
等
(
夫
)
及
び
そ
の
配
偶
者

(
妻
)
に
帰
属
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
そ
の
耕
作
又
は
養
蓄
の
事
業
に
つ
い
て
当
該

被
保
険
者
等
(
夫
)
及
び
そ
の
配
偶
者
(
妻
)

の
合
意
に
基
づ
い
て
廃
止
し
、
又
は
縮
小

(経

営
移
譲
)
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③

農

業

経

営
規
模
、
生
産
方
式
、
経
営
管
理
の

方
法
農
業
従
事
の
態
様
そ
の
他
の
農
業
経
営
に

関
す
る
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て

険
者
等
(
夫
)
及
び
そ
の
配
偶
者

(
妻
)
の
合

意
に
基
づ
い
て
決
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

?
」
ト
」
。

年
西
帰
浦
市
文
洞
大
栄
農
場
(
現
在
は
代
表
李

昌
進
)
で
無
加
温
ハ
ウ
ス
に
早
生
温
州
を
植
え

て
試
験
し
た
の
が
十
三
ア
ー
ル
で
始
ま
っ
た
。

そ
の
後
一
九
八
六
年
に
な
っ
て
加
温
栽
培
が
試

み
ら
れ
当
時
ハ
ウ
ス
面
積
十
三
ア
ー
ル
で
七
ト

ン
の
生
産
量
を
上
げ
た
の
が
話
題
に
な
り
、
そ

の
影
響
で
一
九
八
八
年
に
は
十
倍
に
増
え
た
。

さ
ら
に
、
一
九
九

一
年
か
ら
バ

ナ
ナ
が
自
由
化

さ
れ
廃
作
さ
れ
た
バ
ナ
ナ
温
室
の
代
替
作
物
と

し
て
急
速
に
増
加
し
、

一
九
九
四
年
に
は
、
栽

培
面
積
三
七
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
生
産
量
二
二
、

二
二 

0
ト
ン
を
上
げ
る
に
至

っ
た
。

収
益
性
の

高
い
こ
と
か
ら
栽
培
農
家
も
一
、
二
七
八
戸
に

増
え
、
一
九
九
五
年
に
は
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
・

O
O
O

生
産
量
五
万
ト
ン
を
越
え
二 

年
に
は
一

千
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

一
一
、
ハ
ウ
ス
み
か
ん
産
業
の
発
展

ω
一
九
八
八
年
に
開
催
さ
れ
た
ソ
ウ
ル
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
あ
わ
せ
て
施
設
化
を
図
っ
た
。

ω
農
業
と
観
光
の
町
、
人
口
五
十
一
万
人
農

家
比
率
が
三
十
%
で
韓
国
内
で
最
高
・
観
光

ゾ
ー
ト
地
(
名
勝
地

・
登
山

・
ゴ
ル
フ
・
ス

l
客
百
万
人
。

ω
ハ
ン
ラ
山
(
一
、
九
五

同
栽
培
技
術
は
愛
知
県
蒲
郡
市
と
佐
賀
大
学

と
交
流
を
行
な
っ
て
い
る
。

同
政
府
の
政
策
と
し
て
施
設
栽
培
を
奨
励
し
、

O
m
)
を
中
心
と

し
た
観
光

・
自
然
を
そ
の
ま
ま
活
か
し
た
リ

人
が
大
学
卒
・
卒
業
し
た
ら
四
十
%
が
残
る
。

こ
れ
に
支
援
を
請
じ
て
い
る
。
(
例
)
施
設
費 

(¥ 
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(産業課関係)
 

y先進海外農業視察研修事業

内 廿d ヲ 採択条件(主なものみの) 補 助 率 申し~Ji，先

農産物の貿易の自由化の進

展に伴い，外国農業との競争� 

力強化を図るため，先進各国

の農業事情の視察研修を行う。� 

1.個人として参加する場合

-生産農業，生産者団体及び本町の農業

指導者層を対象とする。

-応募者多数のときは，町長が決定する。

-出発から帰着まで視察期間中の病気，

けが，盗難，交通事故等一切の責任は，

町は負わないものであること。� 

2.部会・法人等団体が参加する場合

-生産者部会，農事組合法人研究会等と

して勝浦町内で過去� 3年以上組織とし

て活動すること。� 

. 1年度に派遣する団体は� 2組織以内と

する。� 

1団体の参加人員は10人以上とする。� 

本町から出発及び帰着空港

に至るまでの最短距離，及び

旅行業者の発表する旅費の� ÷

以内

団体参加の場合� 1団体当た� 

り70万円以内

産業課

F小規模土地改良事業

-園地等の改良

町有ブルドーザー施設を用

い，小規模な農用地の造成，

放任園地，果樹園及び水田の

平担地化への改良事業

-圏内道等の新設司改良

町有ブルドーザー施設を用� -有効幅員が2.0m以上であること。

い，林内作業道，圏内道の新 -延長10m以上であること。

設や改良を行う事業

※町有のブルドーザー，パワーショベルをご利用ください。� 

-申込先 役場産業課� (印かんをご持参ください)

-使用料 1時間につき� 3.600円� (オペレーター付)

※基盤整備， 圏内道の新設のために使用される方は，使用料の� 2分の� lを町が補助します。� (限度額内) 

-でき上がり後の作目は，基本構想の農

業経営の指標に定めている作目，また ブルドーザー施設の利用料

は，これらの関連施設であること。

-造成後の実有効利用面積が5a以上(う

んしゅうみかんの改植を認めない地域

で、は3a以上)のこと。� 

-各種のハウス栽培ができる程度の勾配

であること。

金の÷以内(ただし，最高限

度額は15万円までとする)

産業課

ブルドーザー施設の利用料

金の� +以内� (ただし， 最高限

度額は10万円までとする。

産業課

固

MUS04
テキストボックス
ご案内

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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農業経営の近代化・合理化を推進するため，町では各種補助事業を設けていますので，ご紹介します。

補助制度を希望される方は司印鑑をご持参のうえ，それぞれの申し込み先窓口で申し込み手続きをし

てください。

また，これ以外にも制度があります。詳細については，役場産業課司または勝浦郡農協 (指導課)ま

でお問い合わせく ださし '0 

Yハウス施設新設奨励事業

内 ，廿プモ・ 採択条件 (主なもののみ) 補 助 率 申し込み先

町，農協等で奨励している 
作目を導入するため，ハスウ 
施設，大型トンネルを新設し

た場合。 

-規模は 2 a以上であること。

-大型トンネルにあっては 5 a以上であ

ること。

-意欲的に農業経営に取り組んでいると

町長が認めた農家であること。

町において定めている標準

事業費の古以内。ただし，

最高は60万円までとする。

大型トンネル施設にあって

は， 10 a当たり 2万円とする。 

勝浦郡

農業協

同組合

γ香酢かんきつ対策事業

ユズ樹の樹型改造を行い， 
収穫をはじめとした作業を行

いやすくし，また連年結果に

導くことを目的とする。

o 1園地 5 a程度とする。

-農業改良普及センター，農協の技術員

による指導を受けるものとする。

定額 1園地63，750円
勝浦郡

農業協

同組合 

γ単軌条運搬機導入事業(モノレール施設)

条件が悪く圏内道等の設置 o 1件当たり 200m以内とする。 事業費の合以内
ができにくい園地等を対象と 
し，圏内道的役割をさせるも

-事業費限度額は， 100m当たり 150万円

までとする。
産業課

のである。 -乗用型も対象とする。 

γ圏内道舗装補助事業

圏内道を中心に舗装を行い，

作業能率の向上を図るもので

ある。 

-県の補助事業に該当しないものを対象

とする。

o 1件当たり 100m以内・20m以上とする。

01幅員は205mを標準とする。 
-生コンの厚さは10cmとする。 

生コン実費÷以内

産業課 

γ果樹労働軽減，省力化事業

小型動力運搬機を導入し， -クローラ型，ホイル型は問わないが， 事業費÷以内
果樹労働の軽減化，省力化を 導入する園地の形状に合った，有効活

図るもの。 用ができる型式とする。 産業課

-積載量は原則として 250kg ~ 400kg まで

とする。 

MUS04
テキストボックス
平成9年度　待ちの補助事業の

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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向戸

、ーょう
 そ吉野町婦人会 勝浦町女性会会長 坪 内 奈津子

四
月
十
日
、
時
お
り
桜
吹

雪
舞
う
き
わ
や
か
な
春
の
朝
、

吉
野
町
婦
人
会
役
員
二
十
七

人
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

目
的
の

一
つ
は
、
昨
年
、

県
の
同
和
教
育
研
究
大
会
で
、

勝
浦
町
女
性
会
が
問
題
提
起

し
た
同
和
問
題
に
つ
い
て
の

意
見
交
歓
で
す
。

l

二
つ
目
は
、
婦
人
会
か
ら

女
性
会
へ
名
称
変
更
を
し
た

経
緯
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

現
在
の
竹
重
吉
野
町
長
は
、

先
の
徳
島
県
同
和
教
育
協
議

会
長
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
道
路
住
宅
等
の
ハ 

ド

事
業
は
進
ん
で
い
る
そ
う
で

す
が
、
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て

は
早
く
か
ら
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
解

消
で
き
て
い
な
い
現
状
が
あ

る
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
努
力
を
し
て
い


れ
ば
差
別
は
な
く
な
る
と
い


う
前
向
き
な
気
持
で
、
解
消


に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
力


強
い
口
調
で
話
さ
れ
ま
し
た
。


女
性
会
か
ら
は
、
資
料
と


し
て
団
体
活
動
に
つ
い
て
の


調
査
結
果
と
、
人
権
意
識
調


査
結
果
及
び
た
ら
ち
ね
他
を


用
意
し
ま
し
た
。


昨
年
の
意
識
調
査
結
果
に

つ
い
て
の
考
察
と
、
仲
良
し
会
で
は
、

運
動
会
の
踊
り
の
練
習
と
、
人
権
啓

発
の
座
談
会
で
あ
り
、
若
い
お
母
さ

ん
の
参
加
で
交
流
が
広
が
り
、
本
音

で
話
し
合
が
で
き
て
い
る
と
話
し
ま

し
た
。女

性
会
の
名
称
変
更
し
た
経
緯
に

つ
い
て
は
、

。
平
成
六
年
度
の
女
性
問
題
に
関
す

る
意
識
調
査
で
、
女
性
の
平
等
感
が

家
庭
生
活
の
中
で
七
%
、
地
域
社
会

の
中
で
は
二
%
と
い
う
厳
し
い
現
状

が
あ
り
、
女
性
自
身
が
差
別
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た

ア
」シ」
。

。
婦
人
の
婦
は
、
男
性
中
心
の
社
会

か
ら
作
り
出
さ
れ
た
女
は
家
庭
、
男

は
仕
事
と
い
う
固
定
的
性
別
役
割
分

担
の
差
別
的
な
言
葉
で
あ
り
、
日
常

生
活
に
み
ら
れ
る
身
近
な
差
別
に
気

付
き
、
会
員
の
人
権
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
。

。
自
分
の
持
っ
て
い
る
、
ま
た
受
け

て
い
る
差
別
を
な
く
す
こ
と
な
ど
か

ら
、
会
員
や
多
く
の
方
か
ら
ご
提
言

い
た
だ
き
、「
女
性
会
」
の
名
称
が
誕

生
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
こ
そ
あ
ら
ゆ
る
差
別
の

解
消
に
つ
な
が
り
、
住
み
よ
い
地
域

社
会
と
な
り
ま
す
。
自
己
中
心
で
な

く
自
分
を
大
切
に
し
て
、
他
の
人
に

対
し
て
は
尊
厳
あ
る
人
間
と
し
て
、

い
つ
ど
ん
な
時
で
も
温
か
く
思
い
あ

う
こ
と
の
で
き
る
人
格
形
成
を
目
指

し
た
団
体
活
動
で
あ
り
た
い
、
と
人

権
意
識
の
高
揚
を
強
く
願
つ
て
の
名

称
変
更
で
し
た
。
女
性
が
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
家
庭
で
あ
り
地
域
で
あ

る
、
女
性
問
題
は
言
い
換
え
れ
ば
男

性
問
題
で
も
あ
り
、
地
域
社
会
の
問

題
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

次
に
、
女
性
会
の
役
員
の
自
己
紹

介
が
あ
り
、
出
席
し
た
本
部
六
人
と

三
役
会
十
人
が
、
全
員
仕
事
を
持
っ

て
い
る
こ
と
、
三
世
代
同
居
が
多
い

こ
と
、
全
員
が
自
分
の
意
見
を
し
っ

か
り
持
っ
て
い
る
こ
と
に
感
心
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
意
見
を
紹
介
し
ま
す

シ」
 

子
さ
ん
:・
私
は
今
ま
で
、
女
の
子

に
は
家
事
一
切
が
で
き
る
よ
う
に
、

男
の
子
は
家
事
を
さ
せ
な
い
で
い
た
。

母
親
と
し
て
、
知
ら
す
知
ら
す
の
う

ち
に
役
割
分
担
を
当
然
と
し
て
強
制

し
て
い
た
。
差
別
意
識
の
土
壌
は
、

C B A家
庭
に
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

子
さ
ん
・・
・
仕
事
を
し
て
い
る
と
、


女
で
あ
る
と
い
う
不
利
括
主
回
か
多

々

あ
る
。
そ
ん
な
時
は
、
男
女
平
等
で


な
い
か
と
強
く
思
い
ま
す
。


私
は
役
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
が
、


家
族
の
協
力
で
で
き
る
と
思
っ
て
い


ま
す
。
先
日
の
支
部
へ
の
花
の
配
布


に
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
引
取
り
に


い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。


子
さ
ん
・・・夫
は
、
『お
前
は
女
だ
」

と
言
う
差
別
意
識
は
な
い
の
で
す
が
、

忙
し
い
時
に
は
、
少
し
は
協
力
を
し

て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

子
さ
ん
・・
・
役
員
を
依
頼
さ
れ
た
時

に
家
族
が
全
面
的
に
協
力
を
し
て
く

れ
る
と
い
う
ご
と
で
引
き
受
け
ま
し

た
。
花
畑
の
手
入
れ
等
も
、
私
が
で

き
な
い
時
に
は
、
お
ば
あ
さ
ん
や
お

じ
い
さ
ん
が
代
わ
っ
て
し
て
く
れ
る

の
で
と
て
も
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。

子
さ
ん
・
・
・
今
日
の
会
に
は
雇
い
主

か
ら
の
快
く
「
参
加
を
し
た
ら
」
と

の
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
権

の
意
識
調
査
結
果
で
部
落
が
な
ぜ
で

き
た
か
の
間
い
に
は

・「
江
戸
時
代
、

政
策
上
つ
く
ら
れ
た
こ
と
」
へ
の
理

解
度
が
六
十
四
%
の
結
果
に
つ
い
て

残
念
に
思
い
ま
す
。

子
さ
ん
・・・
私
は
農
業
を
し
て
お
り

ま
す
。
今
朝
も
夫
が
、
も
う
そ
ろ
そ

ろ
三
時
間
と
遣
う
か
と
言
っ
て
く
れ

た
の
で
出
か
け
て
き
ま
し
た
。

ま
た
先
日
、
敬
老
会
を
し
ま
し
た

が
、
七
十
人
余
り
の
敬
老
者
の
方
へ

の
余
興
を
六
十
人
以
上
の
方
か
ら
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
敬
老
会

を
聞
く
ま
で
、
練
習
で
会
員
閣
の
親

睦
を
と
て
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
当
日
は
、
敬
老
者
の
方
か
ら

喜
ん
で
い
た
だ
き
、
役
員
と
し
て
順

調
に
敬
老
会
が
で
き
た
こ
と
は
、
大

き
な
喜
び
で
す
。

と
い
っ
た
内
容
で
し
た
。

DF E
そ
の
他
良
い
意
見
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
全
部
紹
介
で
き
な
い
の
が

残
念
で
す
。
吉
野
町
の
方
か
ら
、
「
素 

晴
ら
し
い
、
役
員
の
方
の
意
気
込
み

に
頭
が
下
り
ま
す
」
と
言
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
役
員

一
人

ひ
と
り
の
地
域
を
思
う
熱
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
に
は
、
敬
服
を
し
た
会

で
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
良
い
伝
統
を
育
み
つ
つ
、

生
き
生
き
と
地
域
の
中
で
密
着
し
た

団
体
活
動
で
あ
る
こ
と
を
改
め
で
実

感
し
ま
し
た
。

旺
盛
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
強

く
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
姿
勢
に
、

今
後
の
三
役
会
の
発
展
に
大
き
な
期

待
が
感
じ
ら
れ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

吉
野
町
婦
人
会
、
女
性
部
会
役
員
の

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

A 吉野町婦人会との交歓会

回 
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僕の決心 


僕
は
今
ま
で
、
何
年
間
か
同
和
問
題
学
習
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
本
当
に
自
分
自
身
の
差
別
心
が
消
え

た
と
言
い
き
れ
る
か
と
い
う
と
、
自
信
が
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
こ
の
日
本
に
、
江
戸
時
代
か
ら
の
差

別
が
今
だ
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

学
ん
で
き
た
こ
と
だ
し
、
そ
の
解
決
は
こ
れ
か
ら
の

僕
達
へ
の
大
き
な
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
僕

達
は
、
自
分
自
身
の
差
別
心
が
消
え
た
と
、
言
い
き

れ
る
人
間
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

そ
の
た
め
に
、
同
和
問
題
学
習
に
、
も
っ
と
も
っ
と

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。中

二
に
な
っ
た
あ
る
日
、
僕
は
母
に
軽
い
気
持
ち

で
た
ず
ね
ま
し
た
。

「
僕
達
の
住
ん
で
い
る
こ
の
辺
り
に
、
本
当
に
同
和

地
区
つ
で
あ
る
ん
。」

僕
は
、
そ
の
日
ま
で
絶
対
に
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
い
や
、
な
い
と
思
お
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

同
和
問
題
学
習
の
中
で
、
同
和
地
区
の
あ
る
こ
と

を
習
っ
て
き
た
の
に
、
僕
は
そ
の
習
っ
て
き
た
こ
と

を
ふ
り
き
っ
て
否
定
し
、
な
い
と
自
分
自
信
に
信
じ

こ
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
差
別
が
残
っ
て
い

る
こ
と
を
認
め
る
」
と
い
う
、
僕
に
と
っ
て
一
番
い

や
な
こ
と
か
ら
逃
げ
て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
母

か
ら
か
え
っ
て
き
た
言
葉
は
そ
れ
を
覆
し
ま
し
た
。

「
あ
る
よ
、
知
ら
ん
か
っ
た
ん
。」

ま
る
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。
そ
の
時

僕
は
、

「
差
別
は
な
い
こ
と
が
あ
た
り
前
の
世
の
中
と
ち
が

、つん
。」

と
、
言
っ
て
後
は
何
も
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

僕
は
そ
の
時
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。
僕
の
学
年

内
の
友
達
の
中
に
も
、
同
和
地
区
に
住
ん
で
い
る
人

が
い
る
こ
と
を
。
学
習
会
に
行
っ
て
い
る
人
が
い
る

こ
と
を
。
そ
の
日
か
ら
自
分
が
に
く
く
な
り
ま
し
た
。

「
同
和
地
区
の
人
は
、
今
ま
で
大
変
だ

っ
た
ん
だ
ろ

う
。」
「
そ
ん
な
事
(
同
和
問
題
)
に
つ
い
て
は
口
に

し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。」
「
こ
れ
か
ら
は
学
習
会
の

仲
間
違
を
、
僕
達
が
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
。」
友
達

と
自
然
に
話
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
そ
ん
な
言
葉

が
、
頭
を
よ
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
さ
え
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
「
勉
強
し
て
い
な
け
れ
ば
、

差
別
な
ん
で

も
の
を
知
ら
な
か
っ
た
ら
、
同
和
問
題
学
習
な
ん
て

な
か
っ
た
ら
。」と
。

僕
は
、
大
切
な
友
達
に
い
ら
ぬ
同
情
を
い
だ
こ
う

と
し
て
い
る
。
大
切
な
友
達
を
違
う
目
で
見
て
し
ま

お
う
と
し
て
い
る
。
絶
対
に
そ
ん
な
こ
と
し
た
く
な

い
の
に
。

「
同
和
問
題
学
習
な
ん
て
な
か

っ
た
ら
、
同
和
問
題

学
習
な
ん
て
し
な
か
っ
た
ら
良
か
っ
た
。」

そ
れ
か
ら
は
、
こ
の
言
葉
だ
け
が
頭
に
残
っ
て
消

え
な
い
毎
日
で
し
た
。

今
僕
は
、
自
分
の
事
を
と

て
も
あ
さ
は
か
な
人
間
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
何
て
大
き
な
考
え
違
い
を
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
自
分
自
身
が

逃
げ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
か
ら
で
す
。
同
和
問

題
学
習
を
し
て
き
で
実
際
に
差
別
が
残
っ
て
い
る
こ

と
を
学
ん
で
き
た
の
に
、
僕
は
そ
の
事
実
か
ら
逃
げ

て
い
た
の
で
す
。
今
思
う
と
、
僕
の
生
き
方
は
ま
ち

が
っ
て
い
た
の
で
す
。
も
っ
と
人
間
の
大
切
さ
、
人

間
の
心
を
知
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
の
逃
げ
腰

の
生
き
方
、
い
い
か
げ
ん
な
生
き
方
、
自
分
で
は
気

づ
か
な
い
う
ち
に
沢
山
の
人
を
傷
つ
け
て
き
た
と
思

い
ま
す
。
自
分
の
考
え
を
楽
な
方
へ
と
自
分
で
思
い

こ
む
の
で
は
な
く
、
厳
し
く
て
も
現
実
の
世
界
に
真

正
面
か
ら
ぶ
つ
か

っ
て
い
き
ま
す
。
「
同
和
問
題
学
習

を
改
め
て
も
っ
と
真
剣
に
考
え
よ
う
。」

「
学
習
会
に

参
加
し
て
い
る
友
達
の
気
持
ち
ゃ
意
見
を
真
剣
に
聞

こ
う
。」
「
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
自
分
の
意
見
を
は
っ

き
り
言
っ
て
い
こ
う
。
」
と
い
う
よ
う
な
身
近
な
こ
と

か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

差
別
は
、
な
く
て
あ
た
り
前
な
の
に
あ
た
り
前
の

こ
と
が
あ
た
り
前
で
な
い
所
に
問
題
が
あ
る
、
と
僕

は
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ

を
あ
た
り
前
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
自
分
の

中
だ
け
で
考
え
て
い
た
同
和
問
題
学
習
を
も
っ
と
自

分
の
周
囲
へ
と
広
げ
、
そ
し
て
、
そ
の
仲
間
と
共
に
、

家
族
と
共
に
話
し
合
い
、
考
え
直
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
自
分
自
身
の
差
別
心
を
取
り

の
ぞ
き
「
同
和
問
題
学
習
を
し
て
き
で
良
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
。」
と
思
え

る
よ
う
に
努
力
を
し
、
そ
し
て
、
人
間
と
し
て
あ
た

り
前
の
差
別
心
の
な
い
「
心
」
を
み
ん
な
と
共
に
育

て
・
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
文
化
祭
で
、
僕
は
人
権
劇
に
出
演
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
の
役
が
ら
は
、
同
和
問
題
に
理
解
を

示
さ
ず
、
人
の
体
、
命
だ
け
を
守
ろ
う
と
す
る
、
心

な
き
医
者
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
劇
の
中
で
こ
の

医
者
は
、
命
だ
け
を
救
う
の
で
は
な
く
、
心
も
救
う
、

人
権
を
尊
ぶ
医
者
と
し
て
の 

人
を
救
う
道 

を
知

り
ま
す
。

u

僕
は
こ
の
医
者
の
役
を
力
い
っ
ぱ
い
演
じ
ま
し
た
。


そ
し
て
、
観
客
席
に
い
る
友
達
や
母
に
人
間
と
し
て


大
切
な
も
の
を
訴
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
ん


な
感
動
を
自
分
か
ら
体
験
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま


す
。


(全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会

作
品
集
か
ら 
)

回
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八
年
度
は
三
九
、

一一O

度
よ
り
五
、
七
八
�
 冊
の
増
と
な
っ

図
書
館


、
短
志
川


平
成
八
年
度

勝
浦
町
図
書
館
の
歩
み

三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
平
成
八

年
度
の
幕
を
閉
じ
、

一
年
間
の
集
計

が
で
き
ま
し
た
の
で
、
紙
上
を
お
借

り
し
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
貸
出
図
書
順
調
に
の
び
る

平
成
二
年
八
月
開
館
以
来
、
毎
年

貸
出
冊
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り

一二
冊
と
昨
年

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
町
民

一
人

当
り
貸
出
数
に
換
算
す
れ
ば
五

・
三

四
冊
と
な
り
、

一
人
が
年
間
五
冊
余

り
図
書
館
の
本
を
お
読
み
に
な
ら
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
読
書
離
れ
が

案
じ
ら
れ
文
部
省
も
各
学
校
の
図
書

の
充
実
に
努
力
さ
れ
て
い
る
今
日
、

勝
浦
町
の
読
者
熱
は
先
ず
健
全
な
歩

み
を
持
続
し
て
い
る
こ
と
を
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
ビ
デ
オ
の
利
用
状
況

少
な
い
予
算
の
た
め
、
高
価
な
ビ

デ
オ
は
購
入
で
き
ま
せ
ん
が
、
毎
年

一
O
O
本
前
後
の
ビ
デ
オ
を
購
入
し

一
般
用
、
児
童
用
共
に
広
く
愛
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
寄
贈
さ
れ
た
ビ

デ
オ
を
含
め
て

一
般
用
五
五

一
本、

児
童
用
六
五
六
本
、
計

一
、
二
�
 七

本
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
利
用
状
況

も
極
め
て
順
調
で

二
一

、
O
O
四
本

を
、
八
年
度
は
貸
出
し
し
て
い
ま
す
。

O

一
日
平
均
四
�
 本
余
り
利
用
さ
れ
、

O

ビ
デ
オ

一
本
の
年
間
利
用
率
は
、

三

五

・
七
二
回
と
極
め
て
有
効
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

お
ね
が
い

一
、
貸
出
期
限
内
に
返
却
を

蔵
書
も
ビ
デ
オ
も
少
な
い
予
算
で

購
入
し
て
い
ま
す
の
で
、
十
分
な
保

有
数
が
な
く
多
く
の
人
に
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
が

少
し
で
も
ご
希
望
の
本
や
ビ
デ
オ
を

ご
利
用
い
た
だ
け
る
た
め
に
期
限
内

に
ご
返
却
を
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

二
、
図
書
館
を
利
用
す
る
に
は
、
登

録
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
現
在

登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、

一
、三
二
三

人
で
町
全
体
で
は
、
十
八
%
と
二
割

を
切

っ
て
い
ま
す
。
先
月
号
で
も
お

願
い
し
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
税

金
で
経
営
し
て
い
る
勝
浦
町
図
書
館

で
す
の
で
、
有
意
義
に
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
先
ず
登
録
く
だ
さ
い
。

-A'A'A'A'A'a'a'a'a'a'A'A'a'A'A'a'a'A'av--A'a'a'A'A'a'a'A'a'A，.A'A'A'A'A'A'A'A'a'a'A'A'

行
事
と
休
館
日

女
斎
藤
靖
子
木
版
画
展
�
 

V

新
刊
紹
介

。
�
 

小
因

X
Y
Z

。
樹
下
の
想
い

藤
田

。
聖
母
の
鏡
原
因

。
秘
め
た
る
殺
人

康宜
mι，

子 永 �  夫

西
村
京
太
郎

V
旅
の
本

。
旅
王
国
�
 (エ
リ
ア
マ

ッ
プ
)

。
ス
ー
パ

ー
マ
ッ
プ
ル

全
国
各
地
道
路
地
図

※
旅
王
国
は
、
各
県
・
各
地

区
ご
と
に
な

っ
て

ω巻
、
揃

い
ま
し
た
。
�
 

4
月
お
日
�
 
月
7
日
ま
で

i
5

読
書
振
興
協
議
会
総
会

5
月
日
日
同

-R



紹介 

君主~三三孟き三三三三三三空=

量目新刊 
  

7
日
�
 -n日

占
岡
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

食

休

館

日

5
日

・
ロ
日

・
日
日
�
 

白
日

女
図
書
室
の
入
口
が
自
動
ド
ア
に
な

れ
ノ宇
ナ
し
れ
~
。

斎藤靖子木版画展

ふるさとの自然と〈らし� 

期日 4月25日""5月7日

場所 図書館� 2階視聴覚室

徳島市佐古町在住の斎藤靖子さ

んのご要望により版画の個展を開

催いたしています。

徳島の自然や民間年中行事の祭

礼など30点余りの身近な題材を画

したものです。

油絵とは違った版画の持つ美し

さをご家族おそろいででご鑑賞く

ださい。� 

回

二
階
視
聴
覚
室
�
 

-m日
・
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老
ど
ち
の
明
日
に
は
触
れ
ぬ
花
の
宴

こ
の
里
に
嫁
来
る
日
和
籾
を
蒔
く

生

名

丸

山

香

月

背
く
ら
べ
を
し
て
廃
屋
の
土
筆
か
な

し
の
の
め
の
山
を
扉
風
に
見
た
で
た

り

生

名

滝

口

松

月

一
ト
町
の
盆
地
抱
い
て
山
笑
う

晩
酌
の
つ
ま
み
は
刺
身
だ
初
か
つ
を

中

角

豊

田 

要
助

様
々
に
織
な
す
人
の
送
り
雛

水
鳥
の
雛
連
れ
て
見
ゆ
勝
浦
川

中
角
岡
本
は
つ
え

夜
桜
の
灯
り
に

一
句
添
え
て
あ
り

田
の
畔
に
腰
を
お
ろ
し
て
春
惜
し
む

掛

谷

駒

津

光

洋

新
緑
の
明
る
さ
輩
の
雨
に
降
る

旅
幾
日
湯
を
吐
く
岩
や
谷
若
葉

沼

江

中

井

清

二
郎

※
原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

俳
句
は
、
本
来
二
句

一
章
で
あ

っ
て、

ま
た

一
句
の
中
に
全
く
異
質
な
二
つ

の
語
句
を
併
用
す
る
こ
と
で
衝
撃
的

に
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
句

一
章
は
理
に
は
ま
り
す
ぎ
観
念


的
と
な
り
、
や
や
も
す
る
と
説
明
句


に
陥
り
易
い
と
云
わ
れ
て
い
る
。


推
鼓
が
何
よ
り
必
要
で
す
。

(係 

)


F

口
次
回
作
品
募
集

口

五
月
五
日
締
切
り
短
歌
一
人
首

六
月
五
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ

て

先

横

瀬

中
田
ヤ
ス
エ

保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な

と
き
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

-
俳
句

輿
入
の
娘
を
寿
ぎ
て
庭
桜

風
無
き
に
揺
る
る
柳
や
水
車
跡

坂
本

美
馬

直

枝

下
萌
や
快
音
走
る
草
野
球

献
立
て
の
弾
む
厨
に
水
温
む

坂

本

戸

田

路

子

大
根
を
洗
う
流
れ
や
水
温
む

紅
梅
や
厄
坂
登
る
老
夫
婦

坂

本

椋

井

輝

子

紅
梅
の

一
輪
二
輪
小
鳥
呼
ぶ

下
萌
や
孫
と
と
も
ど
も
蓮
つ
む

坂

本

中

山

治

紅
梅
を
記
念
樹
と
し
て
終
の
家

一
村
を
沈
め
し
ダ
ム
面
水
温
む

坂

本

仙

才

良

子

群
れ
遊
ぶ
魚
影
の
ど
か
や
水
温
む

一
病
の
癒
え
ゆ
く
日
々
や
下
萌
ゆ
る

坂

本

大

亀

恵

一

花
む
し
ろ
上
下
は
無
し
車
座
に

父
母
の
眠
れ
る
丘
に
黄
水
仙

三
渓
中
山
い
く
子

今
朝
の
雨
ま
だ
寒
か
ろ
う
初
ツ
バ
メ

啓
費
や
大
ガ
マ
蛙
土
に
帰
す

横

瀬

呑

口

精

一
郎

花
吹
雪
赤
白
旗
を
振
る
女

帰
省
の
子
ざ
わ
め
き
添
え
る
花
蓮

中

山

谷

尻

松

雄

笥
の
土
盛
上
が
り
掘
り
か
え
す

待
ち
に
ま
ち
じ
ゃ
が
芋
種
の
芽
を
出

し

た

棚

野

北

島

ア

サ

ノ

あ
る
が
佳
生
き
一
椀
の
根
深
汁

槽
火
ま
た
燃
え
た
た
せ
て
の
う
つ
つ

か

な

星

谷

山

口

靖

之

如
月
の
風
を
入
れ
に
し
大
師
堂

星
谷

青

木

時

子

ミ
ニ
雛
の
在
す
窓
口
葉
書
買
う

童
顔
の
ま
ま
に
ひ
い
な
の
古
び
た
る

生

名

柳

田

末

子

境
内
の
静
か
さ
流
る
寺
の
春

水
滴
の
留
ま
る
問
の
な
く
木
の
芽
両

生

名

石

田

白

萩

水
郷
の
阿
南
の
里
に
夏
近
し

落
伍
な
く
荒
海
越
え
よ
渡
鳥

生

名

倉

橋

テ

ル

幾
春
の
悲
喜
こ
も
ご
も
を
胸
に
秘
め

眉
山
は
雪
洞
揺
れ
て
花
の
苑

生

名

小

西 

典
子

国
民
年
金
は
二
十
歳

か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四

十
年
間
、
保
険
料
を
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
問
、
経
済
的

な
理
由
な
ど
か
ら
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
一
定
の

要
件
に
該
当
す
れ
ば
保

険
料
が
免
除
(
申
請
免
除
)
さ
れ
ま

す
の
で
、
国
民
年
金
係
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

保
険
料
の
免
除
期
間
は
、
将
来
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
際
に
、
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
は
計
算
さ
れ
ま

す
が
、
年
金
額
は
納
め
た
場
合
の
三

分
の

一
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
活
に
余
裕
が
で
き
た

と
き
に
、
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
免

除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
保
険
料
を

啓
費
や
土
の
香
朝
日
に
動
き
そ
む

さ
ざ
波
へ
足
の
白
さ
よ
水
温
む

坂

本

仙

才

清

啓
塾
や
雨
の
留
守
居
を
も
て
余
し

啓
費
や
立
ち
始
め
し
児
の
両
こ
ぶ
し

坂

本

新

居

雄

彦

紅
梅
や
野
立
て
の
席
に
茶
髪
の
娘

堰
落
つ
る
水
も
温
み
て
鷺

一
羽

坂

本

新

居 

= 


さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
る
こ
と
の
で
き

る
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
は

お
早
目
に

申
請
免
除
は
、
申
請
の
あ

っ
た
月

の
前
月
分
の
保
険
料
か
ら
、
そ
の
年

度
の
三
月
分
ま
で
が
免
除
と
な
り
ま

す
。平

成
九
年
四
月
分
か
ら
の
保
険
料

の
免
除
を
希
望
を
さ
れ
る
方
は
、
五

月
三
十
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

学
生
の
皆
さ
ん
は

学
生
の
皆
さ
ん
は
、
本
来
収
入
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
保
険
料
は
家
族

が
支
払
う
よ
う
に
な
り
学
費
や
仕
送

り
等
出
費
も
多
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
学
生
の
方
の
場
合
は

一

般
の
被
保
険
者
と
は
別
に
親
元
の
所

得
に
よ

っ
て
免
除
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
学
生
ご
本
人
に
所
得
税

が
課
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
保
険

料
の
免
除
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

詩
の
こ
み
ち

・
短

歌

俳

句

川

柳

募

集

あ
て
先
横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

短
歌

一
人

一
首

川
柳

一
人

一
句

あ
て
先

中

角

豊

田

明

俳
句

一
人
二
句

締
切
り

い
づ
れ
も
五
月
三
十
日

図

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
国民年金から

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



f捨てるゴミでも生かせば資源J
5月あき缶回収日程表

資
源
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
御
協
力
を
グ

資

源

ゴ

ミ

管

理

庫

を

設

置

(

農

村

婦

人

の

家

)

こ
の
度
、
町
で
は
、
ご
み
の
減
量

④
)
ご
と
に
き
ち

化

・
資
源
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

資
源
ご
み
の
保
管
施
設
を
建
設
し
ま

し
た 

(場
所
は
、
中
角
の
農
村
婦
人

の
家
の
敷
地
内
)
。

こ
こ
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら


持
ち
込
ま
れ
た
資
源
ご
み
(
①
ダ
ン


ボ
ー
ル
、
②
新
聞
紙
、
③
雑
誌
類
、


④
古
布
)
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル

業
者
に
引
渡
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
資
源
ご
み
を
捨
て
ず
に
、

j

回収日 地 区 場 所

才長 建 さR壬又TL 事 務 所石原
第 沼江 


火


所ぷ~集?工沼

掛谷 掛 谷 集� ~ 所
曜 山西�  JA生比奈支所備鰍果樹試験場上り口)
日� 

( 6日) 農 村- 婦 人 の 家中 角

ク 馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第 今 山 今山橋北詰ゴミフェンス横

月 黒岩 運動場入口(小屋の横)
曜 星谷 川口幸ーさん宅の貯蔵庫前
日� 

横所口舌ロ士防;同中 山( 12日)

生 名 東 林 庵第
ク 島豆腐屋 さ ん前

月 久 国 集� ~、 所 裏

曜

久国

棚野 河川敷ゲートボール場横

パチンコ庖前道路南側�  イシ日

大 井 堰 碑 の 前( 19日) イシ

横瀬 所~集� 11)前� 
第 花棚宗 ー さ ん宅東

四 広瀬清さ ん宅東

月 小 倉 新 平 さ ん 宅 前 二叉 路

イシ 跡農|日 協 地曜

日 与川内� J A 与川内出張所�  

坂本�  J A 坂本事業所横

横所日吉防?商イ?

。
。

ペシ

日)(26

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

¥J 


凶
計
量
器
、
え
ふ
等
を
備
え
て
あ

さ
い
。ω

上
記
① 

④
以
外
の
も
の
は
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ω
種
類
(
①

ん
と
分
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

j

結
ん
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

ω
毎
月
第
一
土
曜
日
が
回
収
日
に

計
量
し
、
え
ふ
に
重
量
と
氏
名
を

記
入
し
、
荷
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
村
婦
人

前
か
ら
、
当
日
の
午
前
九
時
ま
で

の
聞
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

の
家
(
皿 
2
1
3
3
2
4
)
の
岸

上
イ
マ
ノ
さ
ん
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
五
日

る
の
で
、
持
参
し
た
荷
を
各
自
で

| 私たちのお願い~ 日 程 表

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
に
つ
い
て

次
の
日
程
で
予
防
注
射
を
行
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
こ
れ
が
最

後
で
す
の
で
、
受
け
て
い
な
い

方
は
最
寄
り
の
場
所
で
、
川
崎
す
受

け
て
く
だ
さ
い
。

-
登
録
料
三
千
円

・
注
射
料
二
千
八
百
五
十
円

不用犬の
引き取り日

犬の放し飼いは
やめましょう 。� 

5月� 8自体)� 

5 月� 18日� (日)

場 所 時間

] A坂本事業所� 
午前� 9 :00 

9 :10 

与川内公会堂前� 
午前� 9 :20 

9 :30 

]A勝浦郡本所� 
午前� 9 :40 

10:00 

勝浦町役場�  
午前10:10

10:20 

生名センター� 
午前10:30

10:40 

勝浦会館前�  
午前10:50

11:00 

古山商庖検�  
午前11 :10 

11 :20 

]A生比奈支所� 
午前11:30 

11:40 

¥ーノ

寸 にダ

ムム 4..・4Y
c .. 令ι.... ;r.ム司.."ーョ・、� 
a内.<'匂写'=、 ‘長孟否、，� .-、、'7・町、� ι

w::弘もでもi¥も
×日司さと

普段はおとなしい私たちも.
たまにはイライラして吠える
こともあります。� 

~ 

乎&�  
r 

な
お
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
出
し
て
く
だ

放し飼や捨て犬は社会の迷惑になります。
動物は愛情と責任を持って生涯大切に飼いましょう。 5月� 21日(水)� 

※登録している犬の場合は印鑑

正しい犬の飼方についてのご相談は と鑑札が必要です。

小松島保健所へTEL(08853) 2之135 

回
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戒告私たち0~~~
 2
一
話 

4
1

一1υ

の
一
的一

水

そ
一
下

~\ 

固

油を
揺亡穆い定グ� 

19世紀の後半に下水をきれいにする研究が，ヨーロッ

パの各地で行われていました。このときに，フランス

のパリ市でも人口が多くなり，下水の処理に困ってい

ました。このために，市ではシュレーシングとミュン

ツという� 2人の科学者に，下水の研究を頼みました。

そこで，� 2人は� 1メートルの長さのガラス管に，焼

いた砂と石灰の粉を詰めて，その管の端から� 4か月の

間，下水を少しずつ入れて，反対側の端から流れ出る

ようにしました。初めの� 20日間は，管の出口から流れ

出てくる水は，入れている下水と変わらない汚れた水

でした。

しかし，� 20日を過ぎると急にきれいな水が出てくる

ようになりました。これは，� 2人が微生物が下水をき

れいにすると予想していたとおりの結果でした。

この実験は，最初に管に詰める砂を焼いて，微生物

を全部殺して，微生物は下水の中に少しいるだけにし

ます。そして，下水を少しずつ流すと，微生物が砂の

聞の空気と下水の汚れを栄養として食べて，砂の聞に

いっぱいに増えます。こうして，後から流れる下水の

汚れを微生物が食べてきれいにして流し出します。ま

た，管の中に畑の土を少し入れると，すぐにきれいな

水が出ました。このように，土が下水をきれいにする

のも，土の中にたくさんいる微生物の働きによるもの

でした。� 

2人はこの研究を1877年に学会に発表しました。こ

の研究が注目されて，微生物の研究が盛んになりまし� 

豊かな時代のため，物を使い捨てにすることが多く

なっています。

油は，安価で贈答品に使われることが多くなってい

ます。また油の酸化は身体に良くないといわれ，油の

浄化槽にかける負担の大きさや，� 800の高さはは大

変なものがあるにもかかわらす，� 2'"'-' 3回使えば捨て

る人が多いようですが，ほんとうにそうでしょうか/

実際に使ってみて油の酸化度を調べてみると，使う

たびに新油をつぎたせば，何回使用しても酸価，過酸

化物価はあまり蛮わらないという結果が出ました。廃

油を使った石けんや肥料作りも大切ですが，その前に

廃油にしない努力をしましょう。

た。このような微生物の研究は， ドイツの医者コッホ

が，伝染病(結核，コレラなど)の原因が人から人へ

微生物が移るせいであることを発見するなど，下水道

以外のことでも役立つようになりました。

このころ，ロンドン市にデイブデインという化学者

がいました。彼は� 2人の実験を知り ，ロンドンの下水

をきれいにする方法として 微生物を利用することを

提案しました。初めはだれも相手にしませんでしたが，

やがて提案が取り上げられました。そして，デイブデイ

ンの長い間の実験から，微生物を使う「接しょくろ床

法jという下水浄化装置が完成し，� 1892年にロンドン

で運転を開始しました。

この装置は，砂利やコークスを1.5メートルぐらい

の厚さに敷き詰めて，下水を少しずつ流し，ときどき

下水を入れるのを中止し，空気を入れます。すると，

砂利の表面はべっとりとした膜でおおわれるようにな

ります。これは，微生物の膜で，下水の汚れを食べて

きれいな水にします。さらに，人間に害になる細菌も

微生物の膜が食べてしまうのでした。

この装置から出てくるきれいな水を見て，人々はび、っ

くりしました。

今までの薬品を使った沈殿では，汚れの� 3割しか取

れませんでしたが，微生物を利用した簡単な方法で，

汚れの� 8割も取れることがわかったからでした。この

あと，微生物によって下水を浄化する処理場がヨーロッ

パの各地で次々と造られるようになりました。� 

| 油をいためず上手に使う方法(仕上がりもおいしく) 目

。温度を上げすぎない。� (180度ぐらい)


。油の量は底から� 3センチぐらいで¥天ぷらーいため


もの - ~尭き物(こ使う 。

。厚手の鍋で温度の変動を少なくする� O


。一回一回差し油をするように使う
 O

。使用後少し冷まして ろ紙キッチンペーパー，ティッ


シュペーパーで油をこし 流しの下� (冷暗所)に保

管する。
 

(実施主体徳島県消費者協会徳島市支部)

MUS04
テキストボックス
水と私たちのくらし　その１２下水むかし話

MUS04
テキストボックス
がっぺいくんシリーズ５油を捨てないで
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し

5月の保健行事 お問い合わせは環境衛生課保健婦まで

日 曜 内 n合~・ 受付時間 場 所 対 象 者
持参する
もの イ也 

7 水 ツベルクリン反応検査

13 : 30~ 坂本小学校
-小学校 1年全員 

-小学校  2年で小学校  1年の時

ツ反陰性でBCG接種を受け

た者

予診票

予防接種手帳 
14:30~ 横瀬小学校

9 金
ツベルクリン反応の判定  

と陰性者に  BCG接種

13:30~ 坂本小学校  
7日にツベルクリン反応検査を

受けた者

予 三戸クふ 7百子そ 

予防接種手帳 
14 : 30~ 横瀬小学校  

-小学校  1年全員 

12 月 ツベルクリン反応検査  14 : 00~ 生比奈小学校  
-小学校  2年で小学校  1年の時

ツ反陰性でBCG接種を受け

予 三ロクふ 蜜刀て

予防接種手帳

た者 

14 水
ツベルクリン反応の判定  

と陰性者に  BCG接種
14:00~ 生比奈小学校  

12日にツベルクリン反応検査を

受けた者

予 三日ク止、 芳百守

予防接種手帳 |

-中学校  1年全員 

19 月 ツベルク リン反応検査  13:30~ 勝浦中学校
-中学校 2年で中学校  1年の時

ツ反陰性でBCG接種を受け

予診票

予防接種手帳

た者 

21 水
ツベルタリン反応の判定  

と陰性者に  BCG接種
13:30~ 勝浦中学校  

19日にツベルクリ ン反応検査を

受けた者

予診票

予防接種手帳

23 金
離乳 食 講 習 会  13 : 00 ~14:00 農村環境改善

センター

平成  8年 8月 1日~平成 9年 3
月31日までに生まれた子

母 子 

健康手帳乳児健康診査  14 : 00~14:30 

28 水 ポリオ生ワクチン投与  13:30~15:00 
農村環境改善  

センター

-生後  3 ~ 18月

-生後90月未満で  2回のんでい

ない子 

母子健康手帳 

予防接種手帳

29 木 健 康 キ目 談 10 : 00~11 :30 勝浦会館 一 般住民 健康手帳  

30 金 l歳 6ヵ月児健康診査  13 : 30 ~14:00 勝浦病院
平成 7 年 9 月 1 日 ~ 11月 30 日ま

でに生まれた子

母子健康手帳

問診票  

育
会
、
大
山
正
会
長
で
す
。

第
二
十
九
回

愛
育
班
全
国
大
会

去
る
四
月
十
六
日
、
愛
育
会
総
裁
の
三

笠
宮
妃
殿
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
東
京
日

比
谷
公
会
堂
で
愛
育
班
員
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
勝
浦
町
か
ら
は
、
横
瀬

愛
育
班
二
名
、
生
名
愛
育
班
五
名
、
沼
江

愛
育
班

一
名
と
事
務
局

一
名
の
計
九
名
で

参
加
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
は
一

、
二

名
が
集
い
、
愛
育
意
識
の
高
揚
を
図

っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
少
子
、
高
齢
化
に
向
け

て
、
今
後
ま
す
ま
す
愛
育
班
活
動
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
の
は
、
恩
賜
財
団
母
子
愛

O

O 
図
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大き移痛気に怒る前に予防接種を� f
 ぐ惨
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H

回

百日咳 ・ジフテリア

破傷風�  3種混合
風 し ん 日 本脳炎

病

状

百日咳，ジフテリアは

飛まつ感染でおこり，破

傷風は傷口から菌が体内� 

へ入りおこる病気で，重

症化することがあります。

風しんウイルスの飛まつ感染でおこ

り，発しん，発熱などを主症状とし，

3日位で治りますが，合併症を伴うと

重症化すること があります。

日本脳炎に感染しているブ

タから人へコガタアカイエ蚊

が介し，発病させる。

潜伏期は� 7~10 日 。 高熱・

頭痛・意識障害 ・けいれんな

どを主徴とし，重症化する。� 

対� (
:a:ヒ

象期� 

年接
種� 

齢� )

1期初回� …� 

生後 3 月 ~90月未満 

1期追加� …� 

生後� 3 ~ 90月未満

11一種3回ぺ後� 6か月以上の間隔を

おいて接種

- 生後12~90月未満 

-平成� 8年度-11年度は小学校� 1年生� 

で生後90月以下の者

-中学生について行う風しん予防接種

は，平成� 7年� 4月� 1日から平成15年� 

9月30日までの問(昭和54年 4月� 2 
日から昭和62年10月 1日までの問に

生まれた12歳以上16歳未満の者)

1期初回生後�  6 ~90月未満

l期追加生後�  6 ~90月未満 

(1期初回終了後概ね l年おく)

2期� 9 ~ 13歳未満

3期� 14・15歳

委託

期間
平成� 9年� 4月1日から� 6月末日まで 平成 9 年 5 月 ~ 7 月 末日まで

料金 鉦 キヰ 1回接種につき500円

医療

機関
赤 石IJ.J 医 院 山 西 医 院 勝� j甫 病� I完

日本脳炎，風しんー百日咳・ジフテリア・破傷風�  3種混合予防接種を町内医療機

関において上記のとおり実施します。

臓
よ
り
低
く
保
つ
。

②
十
五
分
に
一
回
は
、
し
ば
り
を
解

い
て
血
を
通
し
、
ま
た
し
ば
る
。

③
傷
口
に
冷
湿
布
を
し
た
り

氷
嚢

や
タ
オ
ル
等
に
つ
つ
ん
だ
氷
を
あ
て

て
冷
や
す

④
一
刻
も
早
く
医
師
の
診
察
を
受
け

る
。

血
清
の
保
管
場
所 
(勝
浦
郡
) 

予防接種説明書，予防接種ガイドブック ，予防接種券

勝
浦
病
院

(
勝
浦
町
棚
野
)

等を確認の上，定期接種の期間内に受けましょう。

電
話 

0
8
8
5
4
2
1
2
5
5
5

・日本脳炎接種上の注意点

上
勝
町
診
療
所

(
上
勝
町
福
原
)

初めて受けるときは，基礎免疫(初回接種は� 1 ~ 4週

電
話 

0
8
8
5
4
1
6
1
0
3
0
2

間隔で� 2回，翌年に� 1回追加接種)をつけることが重要

上
勝
町
第
二
診
療
所

(
上
勝
町
正
木
)

である。

電
話 

0
8
8
5
4
1
5
1
0
1
5
2

日本脳炎の第� l期(基礎免疫)が規定どおり接種でき

なかった場合は以下の要領により接穫を行う 。� 

① 	 第� 1期初回接種� 1固だけで� 1年経過した場合� 

2回接種するか，� 1回接種して次年度� l回接種

する。� 

② 	 第� 1期初回接種� 1回のみで数年経過した場合
 

2回接種し，次年度� 1回接種する。
 

① 	 第� 1期初回接種� 2回完了後� 2年以上経過した場合� 

1回接種する。

、司
炉、、

五
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は 

ま
む

し
。
の
出
没
期
で
す
。
も
し
ま
む
し
に

か
ま
れ
た
ら
応
急
処
置
を
し
て
、

一
刻

も
早
く
医
師
の
診
断
を
受
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

ま
む
し
に
か
ま
れ
な
い
た
め
に
、
山

や
草
む
ら
を
歩
く
時
は
、
登
山
靴
や
長

靴
等
を
は
く
、
木
の
穴
や
岩
の
聞
に
む

や
み
に
手
を
入
れ
な
い
等
の
注
意
点
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

応
急
処
置
と
受
診

①

傷

口

よ

り
心
臓
に
近
い
と
こ
ろ
を

強
く
し
ば
り
、
か
ま
れ
た
部
分
を
心

-風しん接種上の注意点

。幼児について行う風しんの予防接種は，麻しん接

種後に行うことを原則とする。

。中学生の男女とも対象となる。

。小中学生については以前に風しんの予防接種を受

けたことがある場合は接種を行わない。

※任意接種となった場合は、自己負担となります。 /¥1 

(日本脳炎5，000円，風しん� 6，000円，百日咳 ・ジフテリ


ア ・破傷風 ・� 3種混合5，500円となりますので医療機


関窓口へ直接支払ってください。� )


※接種を受ける場合は予約が必要ですので，あらかじめ

医療機関へお申し込みください。

女お問い合わせは ，

役場環境衛生諜保健婦へ� (n 2 -2511) 

MUS04
テキストボックス
大きな病気になる前に予防接種を

MUS04
テキストボックス
保健婦だより

MUS04
テキストボックス
まむしにかまれたら
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スタンプ
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平成9年度国保会計当初予算

その他� 1，535千円	 保険事業費� その他� ，179千円� 

総務費

，702千円

11，261千円	

保険給付金

(医療費等) 

364，103千円

国民健康保険税2割軽減制度について
保険税額は，次のとおりに振り分けて計算し，そ

れぞれを合計した額が世帯がその年に納める保険

税になります。

。所得割…… 世帯の収入に応じて計算

。均等割� …… 世帯の加入者数に応じて計算

。平等割� …… 一世帯いくらと計算

。資産割� …… 世帯の資産に応じて計算

この内の均等割と平等割の合計金額の20%が減額さ

れます。

*軽減される条件は


世帯 主� i 

+ の所得の合計<33万+34万×被保険者数

その世帯の被保険者!

会軽減を受けるための手続きは� 

2割軽減に該当する世帯へは，役場から申請書の

様式を送付します。必要事項を記入 ・押印のうえ，

締切日までに役場税務保険課まで提出してください。

提出がない場合は，軽減が受けられませんのでご

注意ください。� 

7割 .5割軽減については，申請は必要ありませ

ん。

各軽減を受けるには，平成� 8年度分の所得申告

を済ませていることが必要条件です。まだ申告

をされていない方は，必ず、申告を行ってくださ

。し、

入院時の食事代の減額認定証の更新手続き


住民税が非課税世帯の方が入院した場合には，申

請すれば� l日の食事代負担額が760円から650円に

また，� 90日を超えた場合には500円軽減されます。

該当される方にはすでに減額認定証を交付してい

ますが，平成� 7年� 5月31日で有効期限が切れます。

再度軽減認定証を受ける必要がある方は更新手続き

をしてください。

※申請に必要なもの� 

b健康保険証 ・印鑑 ・食事代の減額認定証 ・老人


医療の方は老人医療受給証。
 

※申請場所�  

b国民健康保険に加入している方は，役場税務保

険課
 

b老人医療を受けている方は，役場住民福祉課


図
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⑥⑮⑨④⑥⑥⑥ 障害者の

福祉サービス

の
改
造
に
よ
り
障
害
者
の
方
の
日
常
生
活
が
容
易
に
な
る

こ
と
(
同
時
に
、
他
の
改
造
を
行
っ
て
も
助
成
の
対
象
と

な
る
の
は
、
障
害
者
の
方
の
利
便
性
に
つ
な
が
る
部
分
の

れ
る
た
め
の
日
常
生
活
用
具
(
特
殊
寝
台
・
特
殊
マ
ッ
ト

・

み
)助

成
額
等

助
成
の
対
象
と
な
る
改
造
に
必
要
な
費
用
の
三
分
の
二

以
内
の
額
を
助
成
す
る
。(
最
高
六
十
万
円
)

必
要
書
類
等

業
者
の
見
積
書
、
改
造
部
分
の
設
計
図
、
家
屋
全
体
の

見
取
図
等

補
装
具
給
付
事
業

身
体
障
害
者
の
方
が
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活
の
向
上

を
図
る
た
め
身
体
上
の
障
害
を
補
う
た
め
の
補
装
具
(
補

f¥」

霊

E女
、企k 
l5! 

〆ー¥

重

量

害


清


者

旦

星


具

在
宅
の
重
度
障
害
者
の
日
常
生
活
が
よ
り
円
滑
に
行
わ

浴
槽
・
特
殊
便
器

・
盲
人
用
時
計

・
電
磁
調
理
器
・
聴
覚

障
害
者
屋
内
信
号
装
置

・
透
析
液
加
温
器
な
ど
)
の
給
付

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

経
費
は
低
所
得
の
方
は
無
料
、
そ
の
他
の
方
は
所
得
に

応
じ

一
部
負
担
金
が
必
要
で
す
。

在
宅
重
度
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業

重
度
身
体
障
害
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方
が
、
冠

婚
葬
祭
や
介
護
疲
れ
な
ど
で
お
世
話
で
き
な
く
な
っ
た
時
、

経
費
は
、
一
日
当
た
り

一
千
五
百
十
円
必
要
で
す
。

お知らせ2)

へJレjてーのマスコットキャ
ラクターができました。

ケッコやる気の“コーちゃ

ん"です。

ヘルJ¥一共々 お願いします。

聴
器
、
盲
人
安
全
つ
え
、
車
い
す
、
人
工
喉
頭
、
義
肢
、

ス
ト
マ
用
装
具
な
ど
)
の
給
付
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

経
費
は
低
所
得
の
方
は
無
料
、
そ
の
他
の
方
は
所
得
に

応
じ
一
部
負
担
金
が
必
要
で
す
。

更
生
医
療
給
付
事
業

身
体
障
害
者
の
方
が
、
日
常
生
活
を
容
易
に
す
る
た
め

身
体
上
の
障
害
を
軽
く
し
た
り
、
取
り
除
い
た
り
す
る
た

め
の
医
療
(
人
工
透
析
療
養
、
ベ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
埋
め
込

み
術
、
角
膜
移
植
術
、
外
耳
性
難
聴
形
成
術
な
ど
)
の
医

療
の
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

経
費
は
低
所
得
者
の
方
は
無
料
、
の
他
の
方
は
所
得
に

応
じ
て
一
部
負
担
金
が
必
要
で
す
。

一
週
間
程
度
施
設
入
院
が
で
き
ま
す
。

重
度
身
体
障
呈E

者
住
宅� 

助
成
制
度

重
度
の
身
体
障
害
者
の
方
が
、
日
常
生
活
を
容
易
に
す

る
た
め
の
住
宅
改
造
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
費
用
の

一
部

を
助
成
す
る
制
度
と
し
て
、
重
度
身
体
障
害
者
住
宅
改
造

助
成
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容
等
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
が
、
助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
役

場
住
民
福
祉
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

助
成
を
受
け
る
た
め
の
条
件

勝
浦
町
に
在
住
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、

視
覚
障
害
ま
た
は
肢
体
不
自
由
で
の

一
級
ま
た
は
二
級
の

認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
(
所
得
税
非
課
税
世
帯
に
限
る
)

助
成
対
象
と
な
る
改
造

玄
関
、
便
所
、
浴
室
、
炊
事
場
等
の
改
造
で
あ
り
、
そ

匝

MUS04
テキストボックス
ご利用ください

MUS04
テキストボックス
在宅介護支援センターからお知らせ

MUS04
テキストボックス
重度身体障害者日常生活用具給付事業
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スタンプ
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〔私抱ちの寄全毎暮らしおしくお願いし参事I

横
瀬
駐
在
所

警

部

補

L、
」

••••••• 

こ
の
た
び
の
異
動
に

よ
り
、
池
田
警
察
署
か

ら
勝
浦
町
横
瀬
駐
在
所

に
着
任
し
ま
し
た
多
田

健
三
で
す
。

昭
和
六
十

一
年
か
ら
平
成
三
年
ま

で
の
五
年
間
小
松
島
警

察
署
交
通
課
に
在
籍
し
、

坂
本
駐
在
所

巡
査
部
長

四
月

一
日
付
の
異
動

で
徳
島
東
警
察
署
留
置

管
理
係
か
ら
当
地
に
赴

任
し
て
参
り
ま
し
た
片

岡
昭
二
で
す
。

み
か
ん
栽
培
の
発
祥

地
、
日
本
最
古
の
ク
サ

発
見
等
、
古
い
歴
史
を
持
っ
す
ば

ら
し
い
勝
浦
町
。

緑
の
山
の
ふ
と
こ
ろ
で
自
然
に

抱
か
れ
心
も
身
体
も
澄
み
き
っ
て

く
る
思
い
で
す
。

犯
罪
の
無
い
明
る
く
、
住
み
た

い
町
、
住
ん
で
よ
か

っ
た
町
勝
浦

と
な
り
ま
す
よ
う
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
遁
進
し
た
い
と
思
い
ま

す
。住

民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
指

導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

リ
サ
ン
ゴ
、
恐
竜
の
歯
の
化
石
の

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

当
地
に
も
た
び
た
び
訪
れ
て
い
ま

し
た
の
で
懐
か
し
い
顔
も
お
み
う

け
い
た
し
ま
す
。

着
任
ま
も
な
く
二
件
の
大
き
な

交
通
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
原

因
は
若
者
に
よ
る
暴
走
運
転
で
、

早
速
私
な
り
に
道
路
の
点
検
を
行

な
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
危
険

な
道
路
で
の
街
頭
監
視
を
行
い
、

郡
内
か
ら
子
供
、
老
人
の
交
通
事

故
防
止
に
尽
力
し
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を

イラ
ニ〉ノ

田

健

片

岡

昭

けん銃のない安全な
社会をめざして [ ⑧]三色(i)色ちて:
@e

交
通
遺
児
育
成
会
(
福
徳
重

ハふ

二
会
長
)
と
勝
浦
町
を
考
え

/
勝
浦
町
を
考
え
る
会
 

る
会
(
岸
上
イ
マ
ノ
会
長
)

の
会
員
等
約
三
十
人
が
、
農

村
婦
人
の
家
に
リ
サ
イ
ク
ル

保
管
庫
が
完
成
し
た
こ
と
を

び

記
念
し
て
婦
人
の
家
前
の
県

道
に
お
い
て
青

・
黄

・
赤
三

食
も
ち
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配

布
し
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

も
ち
は
、
会
員
が
婦
人
の

家
で
三
時
間
か
け
て
っ
き
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
青
・
黄
・
赤
の
も
ち
を

配
り
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
/

4
u
 
+J呼全安通交

|!tん銃に関する慨をお寄せ下さい。|

¥ 
けん銃に対する厳しい規制が、日本の安全な社会を支え

てきました。しかし、最近は、けん銃を使用した凶悪な事

件が多発しています。また、暴力団以外の者からの押収が

増加しており、けん銃が拡散しています。

安心して生活できる社会を守るために、皆さんのご協力

をお願いします。� 

女けん銃を持っている人を知っている。

*けん銃を持っているという話を聞いた。

女けん銃を持っているが処分に困っている。

このような場合は

|けん銃iIDJ番 ωm・札制11

勝
浦
町
安
通
遺
児
育
成
会

ト
と
と
も
に
五
百
パ
ッ
ク
用

意
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
パ
ン
フ
レ

ッ

三
月
三
十
日
側
、
勝
浦
町

EE-電話のご相談もお受けします
又l立、最寄りの警察署・交番・駐在所までご相談下さい。� 

22-5279(
5月26日(月) 午前10時~午後� 4時まで 交通

合� 0886- 直通)

相談日:月曜から金曜午前9降初分-12跨

場

日寺日

相

談

日


交
通
事
故


(受付時間 午後� 3時まで) 午後1時-4碕40分(祝祭日を除く)

所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6 
事故

・専F事力相談員が親身になってと相自制こ応じます。

・弁護士相談日:(予t明IJ.相談無車おft08853-2-2030 相談
毎月第1・第3水躍日午後1跨-4時

相談員 相田伸夫
社団法人 日本績害保険協会

お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁� 1階
徳島自動車保険請求相談センター

宮� 0886-21-3200
徳島市西船場町1-14

※お気軽にご相談ください。
明治生命徳島ピル6階� 

園� 

MUS04
テキストボックス
私たちの安全な暮らし　よろしくお願いします

MUS04
テキストボックス
横瀬駐在所

MUS04
テキストボックス
けん銃のない安全な社会をめざして

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



五
月
十
八
日
間
聞
か
ら
二
十
四
日
出

ま
で
の

一
週
間
は
「
春
の
行
政
相
談

週
間
」
で
す
。

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
庁
が
行

政
相
談
制
度
を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全

国

一
斉
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の

一
貫
と
し
て
、

地
元
行
政
相
談
委
員
が
主
催
し
て
、

次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
の
で
、
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

の
苦
情
ヤ
要
望
な
ど
を
お
持
ち
の
方

は
こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

勝
浦
町
の
行
政
相
談
委
は
、
次
の

方
で
す
。

春 憲法週間行事 
  
の 5月 3日は憲法記念日です。憲法週間事業と

『
行
政
相
談
週
間
』
に
つ
い
亡


して，次のとおり各種行事を行ないますので，

お気軽にご利用ください。 

1.無料憲法相談所の開設

日時 5月 1日(木) 午前 10時~午後 3時まで

場所徳島地方 ・家庭裁判所

*相談内容は，金銭 ・借地 ・借家 ・交通事故

家事 ・登記 ・戸籍・人権などいずれも法律

上の問題です。 

2.講師の派遣

各種団体から講演の希望があれば，講師を

派遣します。 

3.裁判所の見学ー裁判の傍聴

いつでもお気軽にお出ください(ただし，

土曜日，日曜日 ，休日を除く 。 )
「・徳島地方 ・家庭裁判所 	 f¥

〒770 徳島市徳島町  1丁目 5番地

電話 0886-52-3141 

l
一
(
沼
江 
)

電
話
二 

三
二
三
七

・
参
加
予
定
機
関


徳
島
行
政
監
察
事
務
所
行
政
相
談
官


行
政
相
談
委
員
、
人
権
擁
護
委
員


《
人
権
擁
護
委
員
》

法
務
大
臣
か
ら
、
平
成
九
年
三
月

十
五
日
付
け
を
も

っ
て
人
権
擁
護
委

員
に
次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

森

脇

和

・
日
時

・
場
所

宅生 
I司

橋

j
午
後
三
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

午
前
十
時

平
成
九
年
五
月
二
十
三
日
樹

《
行
政
相
談
所
》

O

嗣

男

(三
渓
)

電
話
二
1

一

一二
五 

山
林
境
界
杭
設
置


補
助
金
申
込
受
付


木
材
価
格
の
低
迷

・
過
疎
化

・
山

林
所
有
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
山

林
の
管
理
が
年
々
難
し
く
な

っ
て
き

て
い
ま
す
。

特
に
、
所
有
林
の
境
界
が
わ
か
ら

ず
紛
争
に
発
展
し
か
ね
ま
せ
ん
。

勝
浦
町
で
は
、
勝
浦
町
森
林
組
合

へ
の
事
務
委
託
に
よ
り
、
平
成
九
年

度
か
ら
山
林
へ
境
界
杭
を
設
置
さ
れ

た
方
の
杭
代
金
の
半
額
を
次
の
通
り

補
助
し
ま
す
。

一
、
条

件 

①	

森
林
組
合
で
指
定
す
る
境
界
杭

を
使
用 

②

一
世
帯
あ
た
り
百
本
ま
で

③

勝
浦
町
内
の
山
林
へ
設
置
す
る

予
」
シ
」 

④	

隣
接
す
る
山
林
所
有
者
と
の
合

意
等
は
、
設
置
す
る
本
人
が
解
決

す
る
こ
と

二
、
申
し
込
み
方
法

組
合
備
え
付
け
の
申
込
み
用
紙
に

必
要
事
項 

(番
地
・
設
置
位
置
の
略

図
等
)
を
記
入
、
押
印
の
う
え
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

三
、
計
画
本
数

平
成
九
年
度
千
本

四
、
補
助
金
額

一
本
に

つ
き
百
八
十
円 

(境
界
杭

一
本
で
三
百
六
十
円
の
半
額
)

五
、
申
し
込
み
期
限

十
二
月
末
日 

平成 9年度 新生産調整椎進対策(稲転)にご協力をグ
~\ 

今年も水稲の転作を下記の要領で受け付けを行ってい

ますので，ご協力よろしくお願いいたします。 

1 .受け付け期間 5 月 1 日 ~5 月 10 日 

(土・日曜日・祝祭日を除く )

午前 9時~午後 4時
2. 受け付け場所 勝浦町産業課

3. 持参するもの 印鑑

〈新生産調整推進対策のねらい〉

平成 8年度から 10年度までの 3年間の生産調整対策と

して，新生産調整推進対策が実施されます。

平成 7年11月 1日に新食糧法が施行され，生産調整は，

同法の目的である「米の需給及び価格の安定」を図るた

めの重要な手段として位置付けられました。このため，

今回の対策は，新食糧法の考え方に沿って，次の 3点に

重点、を置いて実施されることになります。 

1 .生産調整の実効性の確保

米の需給状況については. 5年産米の大凶作から一転

して 6年産米が大豊作(作況指数109)となり， 7年産米 

も作況がやや良(102)であったことから，緩和基調が

続いています。

本対策は，このような状況の下で米流通の主体である

自主流通米の価格の安定を図るため，生産調整を着実に

実施し，その実効を確保することを第 lのねらいとして

います。

2.生産者・地域の自主性の尊重

新食糧法の下での生産調整は，市場原理の導入，生産

者の主体的取組等を重視するという同法の理念を踏まえ

て実施されなければなりません。本対策は，生産者 ・地

域の自主性を尊重し，生産者の理解と協力の下に進めて

いくことを第 2のねらいとしています。

3.望ましい営業の実現

本対策の実施に当たっては「新しい食料 ・農業 ・農村・

政策の方向J(新政策)に示された方向に即し，望まし

い農業構造及び農業経営の実現にも資するよう配慮する

必要があります。このため，本対策は，望ましい営農の

実現を図ることを第 3のねらいとしています。

囚
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-
-
-

v-
v-
小
松
島
市

大
字
中
角
字
西
山

大
字
沼
江
字
中
山

阿

南

市

大
字
沼
江
宝
零
歪
、
興
合

徳

島

市

大
字
坂
本
字
日
浦

小
松
島
市

大
沼
沼
江

字
大
屋
敷

大
字
三
渓

字
橘

大
字
中
角

字
豊
田

大
{子
中
角

字
西
山

福 北 樋
内 口井

大

字

口

車

谷

字

中

奥

高

瀬

博

美

(

剖

歳

)

大

字

久

国

字

馬

場

中

西

啓

(

花

歳

)

大
字
久
国
字
松
ノ
本
松
田
幸
太
郎

(ω歳 

)

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

ご
結
婚
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

達
矢

晴
子

久
保
田
義
明

由
美

芳
史
一

幸
代
一時一



橋

谷

浩

幸

西
崎
真
理
子

津 谷 水宮
村 口浦

福 一
井 楽

直2

帆日 樹き 晶き

二
男

長:;1<志L二 j晃j長
男� 

7

明 寛 洋久 友正
子彦

女 女
美樹�  子雄

大
字
久
国
字
原

大
字
三
渓
字
商
谷

池
田
サ
カ
ヱ 
(
部
歳 
)

大
字
久
国
字
松
ノ
本

福
中

大
字
棚
野
字
仮
家

神
子
弘
(
臼
歳
)

大
字
生
名
字
屋
敷

谷
上
ツ
ヤ
ノ
(
間
歳
)

大
字
棚
野
字
畑
田

善

意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

3
月
目
日
1
4
月
日
日

市
原
宏
一
さ
ん
(
久
国
)


大
谷
智
彦
さ
ん
(
坂
本
)


片
山
泰
央
さ
ん
(
坂
本
)


中

西

康

さ

ん

(
久
国
)


古

田

喜

一
さ
ん
(
星
谷 
)


松
田
祐
さ
ん
(
久
国
)


匿

名

(

横

瀬

)


匿

名

(

久

国

)


匿

名

(

棚

野

)


以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

(η

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

救急患者輸送業務
電話番号は� 

( 4月から)

合� 2-2500

』¥ノ

に� J ⑤⑧ 

鈴
江
シ
ゲ
リ
(
幻
歳 
)

市

原

俊

一(
部
歳 
)

一
男 

歳
)

知
識
と
芸
術
の
館

集
ま
れ
川
一
勝
浦
会
館
へ

四
月
号
で
ご
案
内
し
て
あ
り
ま
し

た
と
お
り
、
今
月
か
ら
各
種
講
座
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
は
各
教
室

一
堂
に

開
講
式
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
全
員

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

夜間急救当番表、�  

山西医院�  2-30275月1日

勝浦病院�  2-2555③日

湯浅医院�  2-2003⑤ 日

勝浦病院�  2-25557日

赤岩医院9日 2-2006 
勝浦病院�  2-2555⑪日

上勝診療所� 6-030213日

勝浦病院�  2-255515日

上勝第二診療所� 5-015217日

19日 勝浦病院�  2-2555 

21日 山西医院�  2-3027 

勝浦会館5月の行事

教室名 実 施 日 時 間

開講式� 

全教室対象

12日(月� )

出席者には記念品

を用意しています。� 

午後� 7: 30~ 

15 22 29 
午後� 8:OO~陶芸

木 木 木� 

16 30 
午後� 8:OO~着付け

金 五介五、� 

15 22 29 
午後� 7:30~手芸

木 木 木� 

14 21 28 
午後� 8: OO~踊 り

71< 71< 7l< 

20 
午後� 8:OO~生け花

火� 

16 23 30 
午後� 7:OO~習 十---

金 金 五八� 

15 22 31 木隔日は午後� l時

土曜日は

午後6時30分から

大正琴
木 木 土

救急患者輸送車の電話

番号は，平成� 9年4月1

日から町管理の� 2-2500 
に変わりました。間違わ

ないよう，また正しく利

用してください。� 

)
)
)
)
)

心配ごと相談

5月2日(金� 
5月9日(金� 

-日時i

5月16日(金� 
5月23日(金� 
5月30日(金� 

-時間

午前10時~午後3時

勝浦病院�  2-2555-内容 23日

Bu


人権・行政・厚生・福祉� 湯浅医院@ 日 2-2003 

勝浦病院�  2-255527日-場所
赤岩医院�  2-200629日住民福祉センター� 2階

平日でも受付しており
-やむを得ず欠席されるときは必ず電話で

勝浦病院�  2-255531日
連絡をしてください。� 

平日午後6時から翌朝� 9時までますので，お気軽にお
-開講日は特に車が混雑しますので， 会館

休日午後7時から翌朝� 9時まで問い合わせください。 東の運動場へ駐車してください。

図
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